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巻頭言 

 

 

兵庫医療大学は、2007 年の開学以来、地域連携実践センターが中心になって

社会活動を行ってきました。2015 年に設置した社学連携推進機構は、大学教員

の社会や地域での活動や研究、さらに、それに関わる学生の学びと教育など地域

と密着した様々な活動を展開してきました。 

 

大学の地域社会における役割は、大きく変わりつつあります。「大学から知を

地域社会に発信する」のみならず、「地域社会から大学が学ぶ」という、大学と

地域社会での双方向性の関係が求められています。本学では、社学連携推進機構

の諸活動を通じて、地域社会に貢献するとともに地域社会から学ぶという双方

向の活動を実践しています。 

 

本学が策定している開学 20 年で目指すべき姿「HUHS vision 20」では、到達

目標である「西日本を代表する医療総合大学のための教学基盤の確立」の下に、

教育、研究、社学連携、学生支援･生涯教育、運営の 5つのビジョンがあります。 

社学連携ビジョンは、地域と共に学ぶ大学としての立場をより明確にし、ヘル

スサイエンスを基盤とする心と体の健康支援について地域と連携協働するとと

もに、地域企業・団体との共同研究としてヘルスサイエンスイノベーションに取

り組むことを掲げています。社学連携推進機構が、まさに、この目標に向けて、

教員個人および学部レベルの諸活動を大学全体として集約し、地域と共生する

大学としての包括的取り組みを推進しています。 

 

本報告書は、平成 30 年度に兵庫医療大学が実施した多彩な地域連携活動事業

を取りまとめたものですので、御一読のうえ、本学の活動をご理解いただければ

幸いです。 

 

2019 年 6 月   

兵庫医療大学 学長 

藤岡 宏幸 
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はじめに 

 

 兵庫医療大学は、2007 年の開学以来、地域連携実践センターが主体となり、社会貢献

活動に取り組んできました。2015 年 4 月には、本学における社会貢献活動を、質と量

の観点からより一層充実するためだけでなく、個々の教員レベルの取り組みを全学的な

取り組みへと展開していくために、「社学連携推進機構」を開設するとともに、2016 年

度には地域連携実践センターを同機構の下部組織「地域連携実践ステーション」へと改

組することにより、本学における社学連携活動の枠組みを実践的に整備しました。 

 この整備した新体制の下、社学連携推進機構が主体として取り組んできた活動、制度

づくり等が評価され、2015 年度から私立大学等改革総合支援事業タイプ２「地域発展」

とタイプ３「産業界・他大学との連携」の両方に 3年連続で採択されました。その結果、

様々な健康測定機器を導入することにより、学生達のサービスラーニングの場としてだ

けでなく、地域住民の健康づくりを支援する場として、兵庫医療大学ポーアイ・コモン

ズと篠山コモンズを整備することができました。 

 これらの成果(Outcome)は、本学が社学連携活動の構造(Structure)を整備したこと

だけでなく、本学教員の素晴らしい取り組み(Output)に起因すると考えています。た

とえば、2015 年度から開講されている地域交流プロジェクト「介護予防推進サポータ

ー養成プロジェクト」は、神戸市中央区健康福祉課と連携し、“地域住民の、地域住

民による、地域住民のための健康づくり”のエンジンとして大きく展開しつつありま

す。この Output を支援するため、本学は 2018 年 4 月から「兵庫医療大学健康づくり

サポーターバンク事業」を開始し、2019 年 4 月現在、同養成プロジェクトを修了した

地域住民 44 名の皆さんが「健康づくりサポーター」として地域活動に自主的に取り組

んでいます。 

 本書は、2018 年度に本学教員が Output として実施した地域交流プロジェクトならび

にポーアイ 4 大学による連携事業を取りまとめた報告書です。本学教員が蓄積してきた

知恵と経験を素晴らしい形で地域に還元した活動報告を、地域の皆様、保護者・大学関

係者諸氏には、ぜひ、ご一読いただき、兵庫医療大学における熱い社学連携活動の一面

を感じ取っていただければ幸いでございます。2017 年度に迎えた開学 10 周年を契機と

して本学が策定した HUHS VISION 20 を具現化するため、新たな制度・枠組みを企画立

案しつつ、より一層、社会貢献に取り組んでまいりますので、今後ともご指導ご鞭撻の

程、宜しくお願い申し上げます。 

 

社学連携推進機構長 

前田 初男 
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1．はじめに

本公開講座では新たな試みとして演者に本

学卒業生（3 期生）でぼうしや調剤薬局の薬剤

師として活躍している幸福遼氏を交えてお薬

の適正使用に関する講演会を行いました。

医療機関で処方されるお薬は長期間の服用

で効果を発揮するものが多く、更に患者さんの

症状や年齢に応じて薬剤数は増加傾向にあり

ます。一方、お薬は正しく用いないと、通常よ

りお薬の作用が増強または減弱し、予期されぬ

副作用の発現も懸念されます。本講座では薬剤

の使用で注意すべき点について紹介しました。

2．薬剤師のお仕事について

患者さんが処方箋を薬局に持参してからお

薬を受け取るまでに調剤室で何が行われてい

るかについて動画を交えて紹介しました。また

薬剤師の調剤室以外での活動（地域連携やセル

フメディケーション推進）についても説明があ

りました。

3．お薬の適正使用について

新医薬品は少ない投与量で高い薬理効果を

発するものが多く、誤った使用は副作用発現の

リスクを増加させると考えられています。一方、

超高齢化社会を向かえ、薬剤管理を本人のみな

らず介助者等の第三者が行う機会も多くなり、

お薬の適正使用は改めて重要視されています。

本講座ではお薬の使用方法で何気なく疑問に

思う、飲み薬の食事とのタイミングや投与回数

について疑問を解いていきました。

現役薬剤師が教えるお薬の正しい使い方について

ぼうしや調剤薬局 幸福 遼、 薬学部 准教授 藤野 秀樹

現役薬剤師が教えるお薬の正しい使い方について

ぼうしや調剤薬局　幸福 遼、薬学部 准教授　藤野 秀樹
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更に水以外でお薬を服用したらどうなる

か？について鉄剤とお茶を同時に服用すると

薬剤が沈殿して消化管からの吸収率が低下す

ることを実演しました。

沈殿物が発生する。→

4．グレープフルーツとの薬物相互作用

この他にグレープフルーツジュースとお薬

を同時に摂取した際の薬効変化について、その

メカニズムや回避方法についても分かりやす

く解説しました。公開講座終了後のお薬相談で

は本学で開発した薬物相互作用シミュレータ

ーを紹介しました。

5．点眼液と外用剤の正しい使い方

普段余り使用方法を気にしない点眼液や外

用剤についても適正使用について実演形式で

紹介しました。これらのお薬は効能に応じて使

い方が異なりますので、注意すべき点について

説明しました。実際に正しい点眼方法について

演者がモデルとなり、点眼や塗布を CCD カメ

ラで撮影して実演しました。

6．まとめ

卒業生を交えた公開講座は非常に好評でし

た。参加者には本学 OSCE の模擬患者（SP）
も含まれており、地域連携推進の観点からも意

義が大きいと考えられました。本講座を通じて、

参加者のお薬の適正使用や飲み合わせについ

ての理解が深まれば幸いと考えています。
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１．はじめに

2017 年度の日本人女性の平均寿命は過去最

高となり、女性が 87 歳（世界 2 位）、男性が

81 歳（世界 3 位）、日本は現在、世界のどの国

も経験したことのない超高齢社会となりまし

た。特に女性の寿命は男性よりも長く、50 歳

前後で閉経を迎えてから約 40 年の月日が待っ

ています。

 女性は、思春期から成熟期、更年期、老年期

と女性ホルモンの分泌に大きな変化があり、心

身ともにその影響を受けています。更年期はと

いうと、女性ホルモンが減少して閉経を迎える

時期。ちょうど子どもが巣立ってゆく時期、親

の介護が始まる時期、仕事でも責任のある地位

に就く時期と重なります。更年期はその後に続

く老年期を健やかに生きるための大切な準備

の時期であるともいわれています。

更年期は女性だけでなく男性にもあると言

われており、今回は、女性と男性の更年期障害

について、症状と治療方法、生活上の工夫など

について説明させていただきます。

２．更年期障害とは

 日本人の女性が閉経を迎える平均年齢は、約

50 歳といわれており、その前後の 5 年間にあ

たる 45 歳～55 歳くらいの 10 年間が「更年期」

です。月経が来ない状態が 12 か月以上続いた

ら閉経です。そのため、月経がこなくなってか

ら1年経たないと閉経したかどうかはわかりま

せん。閉経には個人差があり、早い人で 40 歳

台前半、遅い人で 50 歳台後半です。閉経して

から 40 年あまり、人生の半分近くを閉経後に

過ごすことになる場合もあるということです。

 更年期のさまざまな不調を更年期症状とよ

び、更年期症状が仕事や家事など日常生活に支

障をきたしてしまうほどの重いものを更年期

障害といいます。症状の種類や強さは個人差が

あり、他の病気との鑑別が必要です。

 日本人女性に多くみられる症状は肩こり、疲

れやすさ、頭痛、のぼせ、腰痛、発汗などで、

顔や首、胸が急に熱くなるホットフラッシュは

6〜8 割の人が経験するといわれています。

３．更年期障害の原因

 更年期にさしかかると、徐々に卵巣の機能が

低下してきます。卵巣は脳からの刺激によりエ

ストロゲンという女性ホルモンを分泌してい

ますが、卵巣機能が低下することでエストロゲ

ンの分泌量が減ってきます。これを脳がキャッ

チし、卵巣に女性ホルモンを出させようとして

過剰な刺激を与えます。これに、加齢に伴う身

体的な変化や精神・心理的な要因、社会文化的

な環境因子などが複合的に影響することによ

り、症状が発現すると考えられています。

４．更年期障害の治療

 治療は大きく薬物療法と非薬物療法の２つ

にわかれます。薬物療法にはホルモン補充療法、

漢方療法、向精神薬があり、非薬物療法には生

男女ともに更年期と上手につきあいましょう

看護学部 教授 西村 明子

男女ともに更年期と上手につきあいましょう

看護学部 教授　西村 明子
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活習慣の改善や心理療法があります。

 薬物療法は、症状により効果の違いがあり、

ホルモン補充療法は、ほてり、のぼせ、ホット

フラッシュ、発汗などに効果があり、飲み薬、

貼り薬、塗り薬があります。ホルモン補充療法

を始める前には医師の診察や検査が必要です。

 漢方薬は婦人科三大処方、①当帰芍薬散、②

加味逍遙散、③桂枝茯苓丸があり、症状により

効き目が違います。

 向精神薬には抗うつ薬や抗不安薬、睡眠薬な

どがあり、気分の落ち込みが激しい場合等に使

われます。

５．男性更年期障害

 男性の更年期障害は、加齢に伴う男性ホルモ

ン（アンドロゲン）の一種であるテストステロ

ン（精巣由来）値の低下が原因ということで、

加齢男性性腺機能低下症候群（ late-on-set 
hypogonadism；LOH 症候群）と呼ばれていま

す。しかし、LOH 症候群の病態はさまざまで複

雑であり、どのくらいの日本人男性が罹患して

いるかについての正確なデータはありません。

男性には女性のような閉経というわかりやすい

身体的な変化はありませんが、中高年にさしか

かってくると様々な症状が出現してきます。

 治療としては、テストステロンの補充療法が

あり、漢方薬（補中益気湯）が処方されること

もあります。また、適度な運動、バランスのと

れた食事、良質な睡眠も大切です。中高年は女

性と同様、家庭や仕事上の変化の多いストレス

の多い時期にあたりますので、LOH 症候群で

はなくうつ病を発症しているかもしれません。

この点に関しては泌尿器科医と精神科医で意

見がわかれることも多く、その鑑別が重要にな

ります。

６．まとめ

 女性と男性の更年期障害について簡単に説

明させていただきました。男女とも 50 歳前後

は変化の時期、加齢による体調の変化を感じる

ことも多く、ストレスも多い時期です。これま

での生活を見直して、その後に続く老年期に備

えることが大切です。

 男性も女性も自分自身の変化だけでなくパ

ートナーにも起こっているかもしれない変化

に理解を示し、あらためて労りと感謝の気持ち

をもつことが大事なのではないでしょうか。
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１．はじめに

「こだわり」は、もともとは普段の生活場面

で使われ、個性のひとつと考えられている用語

ですが、最近になって精神科医療の現場でも子

供の自閉症や高齢者の認知症の説明などで使

われます。さらに成人の精神疾患、たとえば強

迫性障害や摂食障害、そしてうつ病やアルコー

ル依存などでも「こだわり」が認められます。

今回は、「こだわり」という切り口から色々な

精神疾患の特徴や対処について説明します。

２．精神疾患の全般的な特徴

 心の病と呼ばれる精神的な病気は、体の病気

と比べると病気かどうかの境界があいまいだ

と思われています。確かに体の病気では血圧測

定や血液検査さらにレントゲン検査や超音波

検査、CT、MRI 検査などで異常を見つけるこ

とが可能です。ところが心の病気ではこうした

検査で異常を発見することは難しく、病気の判

断は詳しく話を聞き診察時の様子を加味して

行っています。そのため病気かどうかの判断が

分かれたり、自分自身では病気だとは納得され

ないこともあります。こうした点が心の病の診

断が難しい点です。

３．こだわりの意味と心の病気

 こだわりという用語には、良い意味で使われ

るときは、細かな点に気を配って、思い入れが

ある状態ですし、悪い意味では細かな事柄にと

らわれており、拘泥している状態となります。

悪い意味で用いられる場合に、もう少し詳しく

意味を考えると、今の状態を変えたくないと変

化を嫌う場合、特定の事柄にのみ注意を向けて

興味のないことは無視をする、非常に細かな点

に注意を向け些細なことにひっかかり先へと

進まない状態、と考えられます。

 こうしたこだわりが出てくる心の病気とし

て、種々の不安障害（心気症、強迫性障害）、

摂食障害、認知症、うつ病、発達障害、アルコ

ール依存などが挙げられます。次に、このよう

な病気では具体的にどのような形でこだわり

が出現するのか説明します。

４．心気症や強迫性障害とこだわり

例えば、自分がガンなどの重い病気にかかっ

ているのではないか、と思い込んで何度もガン

の検査を受けて、医師から大丈夫だと説明を受

けても納得ができずにまた別の病院でガンの

検査を受け直す人がいます。これは心気症と呼

ばれる病気で、ひどい場合には１０カ所以上の

病院で同じガンの検査を受けるなどドクター

ショッピング繰り返す場合もあります。一方、

強迫性障害では汚れやばい菌など汚い物を過

剰に意識して、身の回りの物に触れることがで

きない、触れていないかどうか周囲の人に何度

も聞き返す、触れてしまった場合には何時間も

徹底的に手洗いを繰り返す、という特徴があり

ます。こうした場合には、こだわりを減らす安

定剤を服用しながら、認知行動療法と呼ばれる

治療を行う必要があります。

５．摂食障害とこだわり

 一般には拒食症などと呼ばれることもある

摂食障害では、体重に対するこだわり、やせる

ことへのこだわりが極端に強くなります。過激

なダイエットを続け体重を減らしていくこと

個性？ こだわり？ それともメンタル疾患？

リハビリテーション学部 教授 松井 徳造

個性？ こだわり？ それともメンタル疾患？

リハビリテーション学部 教授　松井 徳造
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に邁進します。周囲の人から見ればかなりやせ

ている、という状態でも自分自身ではまだ太っ

ていると思い込んで栄養失調になってもダイ

エットを中止せずに運動を繰り返します。内科

的な治療と併行して、生活ノートや食事ノート

など用いた認知行動療法を行う必要がありま

す。

６．認知症とこだわり

認知症は物忘れのために日常生活に様々な支

障をきたした状態ですが、ここでも同じ昔話を

何度も繰り返したり、実際は朝食を食べ終わっ

ているのにまだ食事を食べていないと繰り返

し訴えるなど、同じことを何度も言ったり聞い

たりする特徴があります。認知症は、アルツハ

イマー型認知症のほかに、脳血管障害型やレビ

ー小体型、前頭側頭葉型など色々なタイプに分

類されますので、これまでの経過を本人と家族

から詳しく病歴を聞き、脳の画像検査とあわせ

て診断を下す必要があります。物忘れの悪化を

食い止める薬物を服用したり、色々なリハビリ

テーションに取り組む必要があります。

７．うつ病とこだわり

 うつ病は、気持ちの面では気持ちが落ち込ん

でやる気が起こらず何事も悪い方に考えるマ

イナス思考が目立ち、身体の面では睡眠や食欲

が低下し肩こりや頭痛など全体的な不調を訴

える病気です。以前は、気合いが足りないだけ

だとか、弱い性格の人がなる病気だなどと誤解

されていました。うつ病では、悲観的な考えが

頭の中を占領しいつも会社を首になるのでは

ないか、一家が離散するのではないか、預金が

底をつくのではないか、この体調不良は一生治

らないのだ、などと考えすべて自分が悪いと自

分を責めてしまいます。こうした考えに一日中

とらわれて周囲の説得も受け入れることがで

きなくなります。このような状態では、まず十

分な休養が必要となります。気分転換に旅行に

行くのはかえって疲れが増すので、ゆっくりと

休みながら、抗うつ剤などの薬を服用する必要

があります。さらに最近ではマイナス思考の悪

循環を脱却するため認知行動療法を取り入れ

る場合もあります。

８．発達障害とこだわり

 最近マスメディアなどでもよく取り上げら

れるアスペルガー障害でもこだわりが認めら

れます。本人の興味の対象が狭い範囲の物事に

限られて、それを深く追求していくことを好み

ます。そして、人付き合いを避けて一人で自分

の好きなことに没頭する傾向があります。この

こだわりが良い方向に向いた場合には、何時間

でも集中して興味を掘り下げて他の人にはで

きないような業績を挙げることもあります。一

方で、円滑な人間関係を築いたりその場の空気

や雰囲気を読み取ることが苦手なため社会生

活をうまく送ることができない場合もありま

す。これまでの経過を本人やご家族から詳しく

聞き取り、また心理テストの結果を参考に診断

を下すことになります。お薬を使って治療する

と言うよりは、専門家からの生活や学校・仕事

などについて助言を受けながら対応を進める

ことになります。

９．まとめ

こだわりというのは、病的な状態としては、

ささいなことにとらわれてしまって、自分自身

の心の自由を失ってしまった状態のことです。

一口に心の病といっても、さまざまな病気があ

ります。また、病気なのか個性なのかはっきり

しないこともあります。この話を参考にして、

心配なことがあれば、早めに医療機関で相談を

しましょう。とくに、「こだわり」の背景には、

いろいろな心の病が隠れていることがあり、社

会生活のトラブルになっていれば、受診をお勧

めします。
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１．はじめに

ストレスの多い現代社会では、多かれ少なか

れ誰もが心に辛さを抱えており、中にはうつに

苦しむ人もいる。うつは、精神疾患の中では生

涯罹患率が突出して高く、決して珍しい病気で

はない。最近の研究では、うつの患者の脳内で

どのような変化が生じているのかが徐々に明

らかになりつつあり、そうした知見を元にした

治療法も考案されている。

 本講座では、ストレスとうつについての基本

的な知識とそれぞれへの対処法や治療法につ

いて説明した。更に、何故ストレスの感じ方や

うつのなり易さ(脆弱性)に大きな個人差がある

のかについて、最新の脳科学の知見や動物実験

のデータを参考にしつつ、心理学的な観点から

説明した。

２．ストレスとは何か?
日頃頻繁に使われているストレスという言

葉ではあるが、本来は「身体や心に一時的に生

じた歪み」という意味である。より正確には、

歪みそのものをストレス反応、ストレス反応を

引き起こす要因をストレッサーと呼んで区別

する。日常生活では、様々なライフイベントが

ストレッサーとなり得ること、過度なストレス

反応は、うつを含む多くの疾患のリスクである

ことが明らかになっている。

３．うつとは何か?
 アメリカ精神医学会の診断マニュアルによ

ると、うつとは、「ほとんど 1 日中、ほとんど

毎日の抑うつ気分」や「ほとんど全ての活動に

おける興味や喜びの減退」を特徴とする精神疾

患である。こうした症状の多くは、健常な人で

も部分的にはよく経験するものであるため、う

つか否かの確実な診断は専門家でも難しい。

うつの生物学的な成因については、過剰なス

トレス反応に起因する海馬の神経細胞死、セロ

トニン等の神経伝達物質の減少、ミクログリア

における炎症反応等が仮説として提起されて

いる。また、これらの仮説に基づいた治療薬・

治療法も考案されている。しかしながら、うつ

の発症メカニズムや病態を完全に解明するに

は至っておらず、更なる研究が待たれる。

心理臨床領域におけるうつの治療において

は、所謂カウンセリング等の心理療法・精神療

ストレスとうつの心理学

共通教育センター・講師 土江 伸誉

ストレスとうつの心理学

共通教育センター 講師　土江 伸誉
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法が古くから行われてきたが、より科学的な治

療法が期待されるようになり、現在では認知行

動療法がスタンダードとなりつつある。うつの

認知行動療法は、その有効性を保証するエビデ

ンスが豊富で、我が国では 2010 年より保険治

療の対象となっている。

うつの薬物治療については、SSRI をはじめ、

モノアミン仮説を背景に開発された何種類か

の抗うつ薬が販売されている。うつが脳の病気

であるとの認識が広まったことや、副作用の少

ない新薬が次々と登場したこともあって、薬物

治療への抵抗感は従来と比較すると徐々に軽

減されてきたように思われる。

また、うつ症状の背景に仮定される脳内の異

常に対し直接アプローチする新しい治療法と

して、反復経頭蓋磁気刺激療法や脳内への通電

療法等も考案されている。

４．動物を用いたうつ研究

 多くの疾患がそうであるように、うつについ

ても動物を用いた基礎研究が数多く行われて

いる。また、新しい抗うつ薬の前臨床的な有効

性評価には、必ずネズミを用いた実験が実施さ

れている。もちろん、うつは、人間特有の複雑

な精神機能や行動上の異常を特徴とする疾患

であるから、動物を用いたうつ研究には明らか

な限界がある。しかしながら、うつが遺伝的要

因と環境的要因とが相互に作用した結果発症

する疾患である以上、これら 2 つの要因に厳密

な統制と操作が加えられる動物実験は、うつ発

症の規定因を解明する上で極めて有用な研究

手段となる。本講座では、動物を用いたうつ研

究の一例として、演者らの研究グループが実施

した一連の実験(Doe, et al., 2010)を紹介した。

この研究の重要なポイントとして、遺伝的に均

一なマウスに対し、全く同じ環境を与えた場合

でも、健常性を維持する個体とうつ的な状態に

陥る個体とに分かれる場合があること、そして、

両者の運命を分けるのは、偶然による運の良さ

(あるいは悪さ)であることの 2 点を説明した。

５．まとめ

誰もが、ストレスが少ない日々、うつに苛ま

れることのない人生を望んでいると思われる。

しかしながら、大抵はストレスの多い毎日の生

活があり、ストレスにうまく対処出来なければ、

うつになる可能性もゼロではない。ストレスや

うつについて科学的な視点から正しく理解し、

過度に恐れることなく、適切な対処法や予防法

を適宜講じていくことが重要である。
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１．はじめに

ポーアイ四大連携事業が始まった 2008 年か

ら昨年までの 10 年間，医療，特に，人と人，

人と薬の接点をテーマとして「ユーザー参加型

（インクルーシブ）デザイン・ワークショップ」

を開催してきました．このワークショップの目

標，つまり，学生達への UD マインドの浸透が

一定の成果を上げたと考え，今年度から，子供

からシニアまで，親子から祖父母・孫まで，幅

広い世代を対象とする「ポーアイみんなのサイ

エンスカフェ」をスタートしました．

第 1 回目は，「親子で体験！ 光と色のフシ

ギの世界へようこそ」というテーマで 2018 年

8 月 22 日（水）に開催し，小学生 19 名，保護

者の方 13 名に参加いただきました．以下，報

告させていただきます．

２．手作り分光器を作ろう！

日常生活において，何気なく見たり感じたり

している色．しかし，意外に知られていないの

も色の世界です．例えば，太陽や照明の光は白

いと感じていると思いますが，実は，太陽や照

明の光は異なった色（波長）の光が合成された

ものです．しかし，人間の目では，それぞれの

色の光を捉えることはできません．

そこで，まず，小学生たちに，分光器を作っ

てもらいました．こちらで用意した分光器の厚

紙製展開図面を折って，のりしろで引っ付けて，

スライドマウントに挟み込んだ回折フィルム

を覗き穴の反対に固定して，出来上がり！ 小

学生のみんなには少し難しかったようですが，

組み立てた分光器を覗くと，蛍光灯の光が虹の

ように 7 色に分かれていました．感動したり，

キョトンとしたり，色々な反応を示した「ちび

っこニュートン」達でした．

３．光を混ぜたら，どうなるの？

白色光が異なる色の光からできていること

を学んでもらいましたので，次に，「異なる色

の光を混ぜたら，どうなるか？」を体験しても

らいました．使った道具は，赤・緑・青色の

LED，ボタン電池，そして紙製・プラスチック

製コップです．

3 色の LED から 2 色を選んでコップに入れ

ると，イエローになったり，シアンになったり，

マゼンダになったり，3 色全部をコップに入れ

ると，真っ白に！ 赤・緑・青色，つまり三原

色の光を混ぜることによって，様々な色を作り

出せることを実感してもらいました．

光の混色を楽しんだ後は，カラフル・ミニス

タンド作りに取り組んでもらいました．色々な

図柄の穴あけパンチを使って，思い思いの模様

に穴を開けた紙を内側に入れた紙製コップを

「ポーアイみんなのサイエンスカフェ」 

第１回 ＜ 親子で体験！ 光と色のフシギな世界へようこそ ＞ 

薬学部 研究員 石崎 真紀子，教授 甲谷 繁，講師 塚本 効司 

助教 川島 祥，教授 前田 初男 

「ポーアイみんなのサイエンスカフェ」

薬学部 研究員　石崎 真紀子、教授　甲谷 　繁、講師　塚本 効司
助教　川島　 祥、教授　前田 初男

第１回＜親子で体験！ 光と色のフシギな世界へようこそ＞

− 10 −



土台に，マジックで絵や字を書いたプラスチッ

ク製コップを頭にして，土台の紙コップにLED
電球を入れると，綺麗なミニスタンドが完成！ 

三原色の光を混ぜるだけでなく，混ぜて作り出

せる光を活用した工作も楽しんでもらえまし

た．

４．色粘土を混ぜると，どうなるの？

光の混色により様々な色を作り出せること

を学んだところで，最後に，色粘土の混色を体

験してもらいました．光が加法混色であること

とは異なり，減法混色となる色粘土を混ぜて色

を作り出すのは非常に難しいことです．でも，

それを体験してもらうため，こちらで赤・青・

白色の粘土を混ぜて作った微妙な色（？！）を

目指して，小学生達が色粘土混色に取り組みま

した．「測色計を使って厳密に判定し，最も近

い色を作った人に豪華賞品！」のアナウンスに

小学生達は制限時間を忘れて，色粘土混色で盛

り上がりました．最後に，残りの色粘土を使っ

て，軟膏壺の蓋をデコレーションして，本日の

サイエンスカフェは終了しました．

５．まとめ

光や粘土の色を題材とした今回のサイエン

スカフェでは，親子または祖父母・孫で一緒に

手を動かして楽しめる工作を中心としました．

参加者からは「来年もしてください」「また来

ます」など，嬉しいお言葉をかけていただきま

した．来年度は，本学の学生達も運営に参加し

てもらい，より良いサイエンスカフェを開催し

たいと考えています．
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１．はじめに

本学では、平成 20(2008)年から「‐健康・

生活・安心サポート‐健康生活を守るための介

護予防・介護する人の支援」として、地域と大

学が連携して地域住民の健康生活を守るため

のプロジェクトに取り組んでいます。平成

30(2018)年度も、地域住民からのニーズの高い

「介護予防」、「認知症」、「健康生活」、「地域づ

くり」をテーマに、体力測定、グループワーク

を取り入れて開催いたしました。

２．体力測定会「自分の今の体力を知り、健

康生活に生かしましょう！」

 平成 30(2018)年 7 月 17 日(火)、18 日(水)午
後、統合実習の一環として看護学部 4 年生によ

る健康教育「自宅でしよう 熱中症予防！」と、

握力、足指の握力、長座体前屈、開眼片足立ち、

上体起こし、10m 障害物歩行などの本格的な

体力測定会を開催いたしました。2 回合計で

43 名の方々に来ていただきました。とても暑

いなかありがとうございました。

参加者の感想は、「学生たちが一生懸命勉強

して発表する姿勢には、当方も引き込まれ、こ

れまでにない講習会で、新鮮な印象。ポーアイ

の特殊な環境への対応を一緒に考え、教えてく

ださい。初めて参加したが有意義でした。」、「打

合せを十分にされて実施しているのだなと思

いました。私たちにわかりやすい説明、あたた

かい笑顔など安心して受講できました。」、「自

身の体力のなさがよくわかった。」、「とても参

考になった。」などがありました。 

長座体前屈測定の一場面

血圧測定・問診の一場面

３．「みんなでチャちゃチャお茶会」＆

「介護リフレシュ教室」

平成 28(2016)年度から「認知症になっても

できるだけ自分らしく過ごすために」をテーマ

に「早期に気づくには、地域で支えるには」、

「もちつ もたれつ お互いさま」を副題に港

島あんしんすこやかセンターと一緒に取り組

んできました。今年度は港島あんしんすこやか

センター事業の「介護リフレッシュ教室」とコ

-健康・生活・安心サポート- 

「健康生活を守るための介護予防・介護する人の支援」
看護学部 准教授 土井 有羽子 

「健康生活を守るための介護予防・介護する人の支援」
看護学部 准教授　土井 有羽子

－健康・生活・安心サポート－
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ラボ（共同）してクリスマス前のお茶会を開催

しました。12 月 12 日(水)、『港島ふれあいセ

ンター』の 1 階、多目的室にて、28 名の参加

者と本学教員、看護学部学生、港島ふれあいセ

ンター職員を合わせ総勢 37 名で、お菓子を楽

しみながら、ハンドクリームを用いた手のマッ

サージでリフレッシュしました。缶バッチの手

作りもしました。

参加者の感想は、「初めて参加しました。や

さしい、ゆっくりした話し方で、参加の皆さん

も大変楽しそうで、勇気をふるって参加して良

かったと思います。」、「ポーアイに住んでおり

ますが、マンションが違うと皆さんとお話しす

る機会がないので、また是非参加したいと思い

ます。」など楽しい時間を過ごせたというお言

葉をたくさん頂戴できました。

４．究極のバリアフリースポーツ体験「ボッ

チャ」体験～2020 年東京パラリンピック

種目「ボッチャ」で体力づくり～

平成 31(2019)年 3 月 10 日(日)、兵庫県ボッ

チャ協会の副会長、原田浩明氏をお迎えし、ま

た同協会の方々のご協力も頂戴し、ボッチャ体

験を行いました。お子さまの参加もあり、楽し

い時間をもてました。参加者は 34 名でした。

参加者の感想は、「楽しかったです。また参

加したいです。」、「楽しかった。また来たい。」、

「なかなかの奥の深さがあり、面白いと思いま

す。」、「少々ルールが難しかったが頭を使って

皆さまと一緒に楽しくゲームをして初対面の

方々でしたが、わきあいあいできました。」な

どがありました。

５．まとめ

 「‐健康・生活・安心サポート‐健康生活を

守るための介護予防・介護する人の支援プロジ

ェクト」では、本年度も、神戸市を中心に多く

の地域住民の方々が参加してくださいました。

また、本学看護学部 4 年生の統合実習の場と

しても活用させていただき、学生と地域住民の

方々との学び合いの場が持てました。そして、

今年度も「港島あんしんすこやかセンター」の

ご協力をいただき、本学が少しずつ地域の方々

と一緒に健康や介護などについて考えていけ

る土台ができあがってきたと感じております。

待ち時間が長いなどのご意見も参考にし、来年

度も地域住民の健康生活を守ることを目標に、

地域住民の方々の興味、関心のあるテーマで講

演会や体力測定会などを開催する予定です。
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１．事業開発の独創性とこれ迄の実践の成果

認知症等，高齢者の介護予防には若い頃に習

得した作業活動の治療的応用が有効であると

いわれている（岩倉，1990）。そこで，高齢者

が若い頃から習得していることの多い「いけ花」

に着目して健康増進プログラム「花倶楽部」を

開発し2010年から継続実践し延べ1500人以上

が参加した。 

これまで，いけ花活動前後の唾液アミラーゼ

活性が有意に減少しストレス緩和に有効であ

る可能性を報告した（伊藤ら，2011）。また，2

年間（2010～2011 年度）の継続参加者 10 名へ

のアンケート結果，参加者の健康状態は服薬し

なくても良い程に改善していたことが示唆さ

れ，WHO QOL26 における健康状態に関する満足

度が有意に高くなったこと，生活変化ストレス

尺度において友人に関する困り事が有意に減

ったこと，配偶者の困り事は増えたことなどを

確認した（伊藤ら，2013）。さらに，継続参加

によって乱数生成テストの成績に改善を認め，

本活動が精神機能全般に何らかの働きかけを

している可能性を示唆した（稲富，2015）（以

上，兵庫医療大学倫理審査委員会，第10010号）．

以上の結果から，「花倶楽部」は地域高齢者

の健康増進に対して一定の成果を認めている

と考える。 

２．2018 年度からの新たな取り組み：

ジュニアとシニアの世代間交流プログラム

厚生労働省（2015）はまち・ひと・しごと創

生サポートプランにおいて、本邦の少子高齢化

に対して高齢者と子どもとの世代間交流事業

を推奨している。野中ら(2017)は子どもとの世

代間交流を通したポジティブな感情体験が地

域高齢者の健康の向上に寄与し地域全体のソ

ーシャルキャピタルの醸成に繋がると

報告した。兵庫県下でも、両世代の交流による

花壇づくり、稲刈り等が報告されている。

世代間交流プログラムの効果について糸井ら

（2012）は、両世代に共通して 1)相互理解、

2)世代継承性の増加、3)心理的・身体的・社会

的 well-being の向上、4)人間関係の広がり、5）
地域共生意識の向上が抽出されたとしている。

また、亀井（2010）は、多世代交流型デイプロ

グラムは各世代に意味ある居場所となり、特に

高齢者の孤立を防ぎ、QOL やうつ等の心の健

康に良い効果があることを示唆している。つま

り世代間交流プログラムによって、双方に活力

や思いやりの心が生まれることが期待される。

そこで 2018 年度は、従来のシニア対象に加

えて、ジュニア世代との交流プログラム開発と

して再考した。そして両世代の健康増進、地域

共生を図ることを目的とした。

３．事業内容

１）いけ花とナチュラル・フラワー・アレンジ

メント

２）医療の専門家が疾病予防について講話する

『ミニ講座』

３）地域高齢者と子どもの社交に焦点をあてた

『交流茶話会』

４）作業療法学科４学年次「作業科学」との連

携授業

４．事業目的

１）地域高齢者と子どもが日常生活にバイタリ

ティを得る。

２）「花倶楽部」による世代間交流の促進と効

果を検証。

３）４大学学生のボランティア，及び教育活動

の一環とする。

文部科学省「戦略的大学連携支援事業」ポーアイ４大学による連携事業
「花倶楽部 2018」

：ジュニアとシニアの世代間交流プログラム開発の試み
リハビリテーション学部 准教授 伊藤斉子

「花倶楽部２０１８」
文部科学省「戦略的大学連携支援事業」ポーアイ４大学による連携事業

リハビリテーション学部 准教授　伊藤 斉子

：ジュニアとシニアの世代間交流プログラム開発の試み
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図 世代間交流と事業目的

-----------------------------------------

６．方法

場 所：(1)兵庫医療大学 (2)神戸国際会館 

対 象：高齢者（60 歳以上）、子ども（5～18 歳）。 

定 員：両世代併せて 32 名程度 

受講料：無料，材料費：実費 

広報：新聞折込チラシ，小中学校等。 

運 営：作業療法士，学生ボランティア等 

日程・曜日（予定）：８回 

7/15 8/19 9/30 9/16 11/5 11/19 12/3 12/16 

日曜 日曜 日曜 日曜 月曜 月曜 月曜 日曜 

大学 三宮 大学 三宮 大学 三宮 大学 三宮 

時間：14 時 30 分～16 時 30 分 

-----------------------------------------

５．結果

１）ジュニアのリクルートと参加延べ人数

 これまでシニア世代には新聞折り込みチラ

シで地域に花倶楽部の広報が定着していたが、

ジュニアのリクルートはチラシでは難航した。

そこで 2018 年度前半はジュニアのリクルート

活動を展開した。神戸市教育委員会、港島小中

学校における説明と広報チラシ配布。港島学童

クラブとポートピア保育園では実際に、子ども

たちや保護者の方にお花を楽しんでもらった。

その結果、子どもには、「やったことがなかっ

たが楽しかった」、保護者世代に「子育てのリ

フレッシュになる」等と好評であった。このよ

うな展開を経て、ジュニアは花倶楽部リピータ

ーさんの家族、知人、近所の方の応募を頂いた。

花倶楽部の参加延べ人数は、合計 151 名（受講

者 80 名、講師 10 名、学生 61 名）であった。

２）学生ボランティアと参加者の交流場面

３）「花倶楽部」と「作業科学」（第4学年次

授業）との連携授業

「花倶楽部」の参加が地域高齢者の生活に与

える影響を、作業療法の実践モデルのひとつ

「人間作業モデル」の評価を用いて演習した。

学生のレポートからこのアクティブ・ラーニン

グによって、「花倶楽部」と地域高齢者の健康

長寿，フレイル（図）（健康長寿パンフレット,

国立長寿医療研究センター）の予防を考察する

うえで教育的効果があると考える。 

４）最終回の満足度調査

最終回の参加者を対象に、本事業について５

段階の満足度調査を行った。その結果、「とて

も満足」と「満足」で 100%であった。 

７．謝辞

本事業を支えて下さっています受講者の皆

様、教職員の皆様に心から御礼申し上げます。
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１．はじめに

ポーアイ 65 歳大学（以下、本講座）は、地

域で生活する健康な高齢者の自覚的幸福感で

ある生活満足度の低下に対する一次予防を目

的に開発された予防的作業療法プログラムで

ある。本講座は、2008 年にポーアイ４大学連

携推進センターによる文部科学省「戦略的大学

連携支援事業」ポーアイ 4 大学連携事業地域交

流プロジェクト・生涯学習フェイズに採択され、

2019 年 2 月までの 11 年間に本学近隣に在住す

る高齢者を対象に 11 期の講座を開催した。本

年度は、講座内容を再構成し学生教育との連携

の側面をより深めるように取り組んだ。その一

環として、作業療法学科の実技演習を柱とする

2 科目に 65 歳大学の受講者の方（以下、受講

者）が模擬患者として参加し、作業療法学科の

学生がクラフト活動等の実技指導をする機会

を設けた。

２．教育カリキュラムとの連携の歩み

本講座は、平成 25 年度より教育カリキュラ

ムと地域支援活動の連携を図るため、作業療法

学科１年次後期の科目である「作業活動学Ⅰ」

において、学生が受講者に対して陶芸指導を試

みる機会を設けた。「作業活動学実習Ⅰ」は、

作業活動を治療的手段として活用するために、

陶芸等の具体的な作品の製作過程を通して、そ

の一般的特性、技術、応用・工夫、治療的構造

について学習し、他者にわかりやすく指導する

ことをその教育目標としている。受講者への陶

芸指導の機会を設けることにより、学生が主体

的に技術、応用・工夫の習得や材料・道具・作

品の管理技術を身につけていくことが期待さ

れた。（写真 1）
さらに学生への教育効果を高めるため、受講者

への活動指導の機会を作業療法学科2年次後期

の科目である「作業活動学実習Ⅱ」に拡大した。

「作業活動学実習Ⅱ」では、学生が受講者に対

してステンシル、レザークラフト等のクラフト

活動を指導する際に、何をしたらよいのか、ど

のようにふるまったらよいのか、自分の行動は

これでよいのか・・など自分の行動を判断する

基準を受講者との会話のなかから学び取って

いくことを教育のねらいとした。（写真 2）

写真 1 

写真 2 
一方、受講者に関しては、作業活動体験を通

じた自己の技能に対する信頼性の再確認、及び

模擬患者としての役割を担うことで人生の先

達として後進の育成に関わるという社会的役

介護予防・生きがいづくりを応援する 

「ポーアイ６５歳大学について２０１８」 
リハビリテーション学部 有吉 正則、坂本 浩、奥谷 研 

「ポーアイ６５歳大学について２０１８」
介護予防・生きがいづくりを応援する

リハビリテーション学部　有吉 正則、坂本 　浩、奥谷 　研
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割を再体験する機会となることが期待された。

３．実践概要

1)  定員：20 名

2)  期間：2018 年 10 月 24 日 ～ 2019 年 1 
月 16 日 午後 13：40～午後 16:00 

3)  全 9 回の内容：

第 1～2 回 ＜作業活動学実習Ⅱに参加＞

活動：ステンシル、レザークラフト

 第 3～6 回 ＜作業活動学実習Ⅰに参加＞ 

活動：陶芸

 第 7～9 回 ＜物づくりコース＞

活動：七宝焼き

4)  実施場所

  兵庫医療大学 M311～M313 実習室内

5)  参加人数：合計 309 名（内訳：一般 114 名、

学生 180 名、主催者 15 名）

４．実践報告

第 1～2 回の作業活動学実習Ⅱでは、受講者

1 名に対して学生 3～4 名が付き添う体制で、

クラフト活動の指導体験を実施した。

第 3～6 回の作業活動学実習Ⅰの陶芸指導は、

学生の参加を第 3～4回と第 5～6回の 2期に分

け、受講者 1 名に対して学生 2 名が付き添う体

制で、陶芸指導体験を実施した。最終日には，

受講者・学生・教員の代表らによる意見交換の

機会を設け、次回にむけた改善点の確認を行っ

た。受講者からは、次世代育成の役割を意識し

た充実した時間であったとの声が聞かれ、本企

画は高齢者の役割再獲得に対して意義深い機

会になったものと思われる。また、学生からは、

受講者の行動と意図とをしっかりモニターし

適切な反応を返すことの難しさが語られた。こ

のことからも世代間交流を体験することので

きた本プログラムは、対象者に応じたコミュニ

ケーションのあり方について学生自身が考え

る学びの機会になったと考える。

第 7～9 回は、“ものづくり”を介した健康増

進プログラムの体験として、創作を通じ達成感

や有能感を体験できる活動として七宝焼きを

行った。クラフト活動は単独で黙々と作業活動

に没頭しがちであるが、本講座では受講者間で

作品完成に至る過程を共有し、互いに協力しあ

える交流的な時間になるように配慮している。

今回の七宝焼きにおいても、自発的に他の受講

者をサポートする姿や互いの作品を忌憚なく

品評しあう受講者の姿が頻繁にみられていた。

（写真 3）（写真 4）

写真 3 

写真 4 

おわりに

世代間交流の機会の提供は、高齢者の健康増

進と学生教育に対して意義深い機会になった

ものと思われる。今後も臨床教育と連携した予

防的健康増進活動の展開に努めたい。

本プログラムに携わってくださった関係者

の皆様に深謝いたします。
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１．はじめに

 喫煙は，肺がんをはじめとする多くのがん，

慢性閉塞性肺疾患（COPD），動脈硬化性循環

器疾患などの多くの疾患の危険因子であり，喫

煙関連疾患の予防や治療に禁煙は必須である．

タバコによる健康被害を防止するために社会

的に禁煙支援活動が推進されているが，我が国

の対策は世界各国から比べ遅れを取っている

ことより，個人や地域単位で禁煙支援に取り組

むことは国民の健康維持および健康増進の観

点から非常に重要な課題である．

 そこで，地域住民および４大学学生・教職員

の受動喫煙による健康被害防止，健康維持・増

進のため，兵庫医療大学を拠点とし，ポートア

イランド内の禁煙区域を拡大することを目指

し，本年度において，学生によるタバコ吸殻の

収集活動を企画し，実施した．

２．実施内容

 兵庫医療大学の敷地および周辺道路，さらに

神戸学院大学，夙川学院短期大学の周辺道路，

みなとじま駅までの通学路周辺における学生

主体による 30 分程度のタバコ吸殻の収集活動

を行った．

 参加希望者は，実施当日の昼休みに兵庫医療

大学センタープラザ（噴水前）に集合し，参加

者登録をした後に収集活動を行った．収集活動

終了後は再びセンタープラザに集まり，収集し

た吸殻をまとめた．

 なお，活動参加者には謝礼として，活動 2 回

につき 500 円の QUO カードを進呈した．

３．実施日時，および参加人数

2018 年度は，タバコ吸殻の収集活動を 10 回

実施した．各回とも概ね 12 時 30 分頃から開始

し，概ね 13 時 50 分頃には全員が終了して器材

の撤収を行った．

 それぞれの実施日における参加人数は表1の
通りである．参加者はのべ 157 名（実質 69 名）

であり，昨年度よりも参加者がのべ人数で 50
名（実質 33 名）参加者が減少した．参加者の

内訳は神戸学院大生のべ 45 名，兵庫医療大学

薬学部生のべ 54 名，看護学部生のべ 14 名，理

学療法学科生のべ 15 名，作業療法学科生のべ

20 名，教員のべ 9 名であり，神戸学院大学か

らは毎回，薬学部は 2 月を除き毎回の参加があ

った．参加回数でみると，1 回参加が 29 名，2
回参加が 15 名，3 回参加が 12 名，4 回参加が

8 名，5 回参加が 3 名，6 回参加が 1 名， 9 回

参加が 1 名であり，参加者の 58.0%が複数回の

参加であった．また参加者の男女の内訳は，男

子のべ 59 名（37.6%），女子のべ 98 名（62.4%）

であり，昨年度よりも男子の参加者数が減少し

た．

４．吸殻拾いの状況

活動をアピールするため，参加者は禁煙支援

活動用のタスキをかけて，適宜 1〜3 人程度に

表１．各回の参加者と所属の内訳

神院大 薬学 看護 理学 作業 教員 計

1 4/19 5 9 2 3 5 1 25

2 5/17 4 7 5 2 5 1 24

3 6/21 7 10 0 0 4 2 23

4 7/19 5 5 3 0 4 0 17

5 9/27 3 9 0 4 2 1 19

6 10/18 3 10 2 3 0 1 19

7 11/22 5 1 1 3 0 1 11

8 12/20 4 2 1 0 0 0 7

9 1/10 3 1 0 0 0 1 5

10 2/21 6 0 0 0 0 1 7

45 54 14 15 20 9 157

「禁煙キャンパス地区」を目指した禁煙支援活動の実践 

共通教育センター 准教授 賀屋光晴

「禁煙キャンパス地区」を
　　　　目指した禁煙支援活動の実践

共通教育センター 准教授　賀屋 光晴
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分かれて活動した．それぞれが火ばさみを持ち，

吸殻やタバコの空き箱など，喫煙に関連するゴ

ミの収拾を行った（写真 1，2）．

写真 1．作業風景（4 月 19 日）

写真 2．作業風景（4 月 19 日）

５．吸殻拾いの結果

 写真3に示すようにポイ捨てされた吸殻はか

なり多く，実施したいずれの回も同様であった．

捨てられていた吸殻は，しおさい公園が最も多

かった．医療大学の周辺道路や医療大 M 棟横

のバス停付近に見られたが，比較的少なかった．

また，夙川学院短期大学の体育館裏などにはほ

とんど見られなかった．側溝の蓋の隙間から下

に捨てている吸殻は，相変わらず多く見られた．

また，しおさい公園内の旧待合室入り口付近も，

禁煙のマークがあるにも関わらず多くの吸い

殻，ゴミなどの放置が見られた。  

6．まとめ

 今年度も神戸学院大学の学生ボランティア

団体「減災 SCoP(スコップ)」からの参加が毎

回あり，全体の 28.7%を占めた．また，参加者

は約 6 割が複数回参加しており，吸殻拾い活動

に協力的である事は喜ばしい事である．ただ，

新規の参加者を増やし，そこから禁煙に対する

意識付けを広めていく必要はあると考える．

 収集された吸殻は，今年度も毎回相当な量で

あった．公園内のスロープの吸い殻は微減した

ようには感じるが，公園内のベンチの周り，側

溝の中などのポイ捨ての吸い殻は相変わらず

多く見られた．つまり兵庫医療大の周辺にモラ

ルの程度の低い喫煙者がまだまだ沢山いると

いうことであり，活動の本来の目的である禁煙

支援に至っていないのが現状である．

 しおさい公園に新しい施設ができることも

あり，大学周辺での喫煙や吸い殻のポイ捨てに

対しての対策の検討が急務であると感じた．

写真 3．収拾結果（4 月 19 日）

写真 4．収拾結果（9 月 27 日）
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1． はじめに

子育てを取り巻く環境の変化とともに、父親

も積極的に家事や子育てを担う必要性が高ま

っているものの、わが国の 6 歳未満児のいる家

庭における男性の 1 日あたりの育児時間は 39
分と短い現状にあります。父親の育児参加が少

ない理由としては「仕事におわれて、育児をす

る時間がとれないから」が 71.5%と最も多くな

っていますが、「育児の仕方がよくわからない

から」(31.4%)との回答もあります。そこで今

回、これからパパになる方、子育て中のパパを

対象に、赤ちゃんのお風呂やおむつ交換などの

子育て体験ができる体験型プログラムを実施

しましたのでご報告します。

2． プログラムの概要

1） 開催日程、参加者数

2019 年 2 月24日(日) 父親 6 人、母親 4 人

2019 年 3 月 9 日(土) 父親 3 人、母親 2 人

2） 講話

妊娠期・出産時・赤ちゃんの子育て期の

各時期において、パパにできることを講義

形式で講話を行いました。

(1) 妊娠期

 育休はダメでも職場にアピール

 可能ならば、一緒に妊婦健診へ

 普段の生活からパートナーへの配慮

を大切に

 夫婦で話し合う時間をもつ

(2) 出産時

 とにかく全力でサポート！

(3) 子育て期

 ママは原則、安静に

 里帰りの注意事項

 ママと赤ちゃんに愛情を

 がんばり過ぎない

 家事・育児の役割分担

 男性と女性の違い

 父性のスイッチを入れるには

3） 演習

赤ちゃんのお風呂やミルクの準備・片付

けと授乳の方法、抱っこの仕方、おむつの

交換といった子育ての方法を、ベビー人形

を用いて演習しました。演習に際しては、

正しい育児技術の習得ではなく、「最初か

ら最後まで、自分でやってみる」を大切に

しました。実際の子育て場面で「やったこ

とがある！」と思うことができると、落ち

着いてできるかもしれません。また、一度

でも経験していれば大変さが実感でき、夫

婦で話し合い、助け合うことができるかも

しれないからです。また、子育ての方法に

ついて、必要物品の準備から後片付けまで

を体験し、「一連の流れを一人で行う」体

験重視の演習としました。

これからパパになる方へ ＆ 子育て中のパパへ

初心者パパのための『子育て実践講座』
看護学部  足立安正、高谷知史、西山章弘

初心者パパのための『子育て実践講座』
これからパパになる方へ ＆ 子育て中のパパへ

看護学部　足立 安正、高谷 知史、西山 章弘
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(1) 赤ちゃんのお風呂(沐浴)と着替え

家庭で赤ちゃんをお風呂に入れる際、沐

浴槽を浴室の床に置く方法もあれば、台所

のシンクにはめて行う方法など様々です。

今回の演習では、自宅で沐浴をする場合を

想定し、各家庭で予定している沐浴の方法

を体験できるようにしました。

(2) ミルクの準備～後片付け、おむつ交換

ミルクをつくり、飲ませて、ゲップをさ

せ、哺乳瓶を洗い、消毒するといった一連

の行動を演習で学びました。

ミルクを飲ませる前にはおむつの汚れ

を確認し、必要に応じておむつ交換をしな

いと気持ち悪がってミルクを飲んでくれ

ないことがあります。今回、参加者には知

られないように、おむつの中に模擬便を仕

込んでおきました。「ウンチをしていたら、

おむつ交換はママにバトンタッチ」という

訳にはいきませんから。

3． 参加者の反応と評価

講話を聞いて「自分にできそうなことを見つ

けることはできましたか」の質問に父親の全員

が「はい」と回答されました。また、演習を体

験し「一人で実施することの大変さを実感でき

ましたか」にも全員が「はい」と回答されまし

た。しかし、子育ての大変さをネガティブには

捉えず、「良い経験になった」「出産後の育児を

イメージすることができた」「(妻と)一緒に難し

い子育てを楽しんでいきたい」と子育てを前向

きに捉えることができていました。母親も「夫

婦で勉強ができて良かった」「夫婦で一緒にで

きたので楽しませていただきました」と、子育

てを夫婦で共有することの大切さを実感でき

ていました。

講座全体についても、「他の両親学級と比べ

ても、一番良かったです！」「内容も良かった

ので満足です」「パパがメインの教室は初めて

ですが良いと思う」と好評でした。

4． まとめ

参加者のみなさんが真剣に、時に笑いながら

楽しそうに取り組まれている姿が印象的でし

た。初めての子どもの場合、子育てに関しては

ママもパパも初心者です。子育てをどちらかに

任せてしまうのではなく、ママとパパがお互い

を見て、話し合い、歩調を合わせながら、楽し

んで子育てができるように。このプログラムが

その一助になればと思います。
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まち歩き探検隊
－誰にとっても住みやすい、やさしい街づくりを目指して－

共通教育センター  講師 上山崎 悦代

１．はじめに

「住み慣れたわが町で、いつまでも楽しく暮

らしたい」という思いは、多くの人に共通する

願いではないでしょうか。

2025 年には団塊の世代が 75 歳以上となり、

高齢者人口は 3,677万人に達すると見込まれて

います。超高齢社会を迎える中、昨今では「地

域包括ケアシステム」の構築が推進されていま

す。ここでは「可能な限り住み慣れた地域で自

分らしい暮らしを人生の最期まで続けること

ができるように、地域の包括的な支援やサービ

スの提供体制を整えること」が明示されていま

す。つまり、「いかに住み慣れた地域に暮らし

続けるか」が問われていると言えるでしょう。

そこで、私たちの街である「ポートアイラン

ド」について、より理解を深めることを目的と

して、本プロジェクトを企画しました。

具体的には、私たちの暮らすこの街が「誰に

とっても住みやすい、やさしい街」であること、

あり続けることを目指して、「まち歩き探検隊」

を結成し活動することにしました。

探検隊活動を通して、ポートアイランドへの

理解を更に深め、あらためて、この街、そして

街づくりについて考えます。

２．活動計画

 探検隊といっても、特別な道具や服装は必要

ありません。必要なのは、「この街について考

えてみよう」という気持ちだけです。

 そんな思いを込めて、参加者（隊員）を募集

したところ、定員 10 名より少し多めの応募が

ありました。今後、継続して実施する活動です

が、2018年度は 1回限りの開催となりました。

３．活動内容

（１）実施日時

2019 年 3 月 21 日（木・祝） 天気：曇

（２）参加者

  地域住民の方 11 名

  本学教職員 3 名

（３）テーマ

今あらためて、ポーアイを知る

（４）当日の流れ

①まち歩き（14:00～15:30）
市民広場を起点に、住居・学校地域一帯を

回り、兵庫医療大学に帰ってくるというルー

トで探検。

②みんなで意見交換（15:30～16:00）
まち歩きのこと、ポートアイランドのあれ

これについて意見交換。

〇「市民広場駅」に集合

まち歩きに関する簡単なオリエンテーシ

ョンと、グループ分け（3 つのグループに分

かれました）を行いました。

お揃いの名札とインスタントカメラ（撮っ

た写真がすぐに出てくるもの）を持参して、

いざ、スタートです。

まち歩き探検隊

共通教育センター 講師　上山崎 悦代

－誰にとっても住みやすい、やさしい街づくりを目指して－
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〇広い道路

        〇信号のない交差点

まち歩きのルートは、各グループで自由に決

めました。当初は「小さい島だから、みんな同

じところを歩くんじゃない？」という想定もあ

りましたが、どのグループともすれ違うことな

く、それぞれが違うところを探検できました。

〇見かけることがほとんどない公衆電話

          〇とにかく大きな広場

（５）グループディスカッション・まとめ

  全員、無事に大学に戻ってきました。その

後、まち歩きの結果についてグループ毎にデ

ィスカッションし、最後にグループ発表をし

ました。インスタントカメラで撮った「気に

なるポイント」を中心に意見交換しています。

４．まとめ

  今回のテーマである「今あらためて、ポー

アイを知る」に沿って探検しました。既知の

ことももちろんありましたが、これまで歩い

て回ったことがないところに行ってみたり、

参加者（隊員）同士の会話ではじめて知る話

もあり、テーマに即した活動になったと思わ

れます。

〇グループディスカッション

  〇グループ発表

  また、今回の活動に関する参加者アンケー

トの結果を見ると、全員が「ポーアイは住み

やすい街」であると回答し、ほとんどの方が

「魅力がある街」「他者にも勧めたい街」と

していました。一方で、「街の課題があると

思うか」についても多くの方が「ある」と答

えていました。ただ、これを十分に議論する

時間を取れなかったことが反省点です。

  今回の活動を通して、住民さんの「街への

愛着」を感じました。今後は、反省点を活か

しつつ、この街の良さを発信できるような活

動を展開していきたいと考えています。
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１．はじめに

兵庫医療大学では、地域住民の健康づくりを

支援するためだけでなく、学生たちのサービ

ス・ラーニングの場として活用するため、私立

大学等改革総合支援事業として健康測定機器

を充実した兵庫医療大学ポーアイコモンズと

篠山コモンズを 2015 年に開設しました。両コ

モンズは、本学の社学連携活動に不可欠な地域

連携実践拠点です。

本地域交流プロジェクトでは、2017 年度か

ら、健康づくり支援をキーワードとして、学生

たちと地域住民との交流の場でもある両コモ

ンズのより一層の活性化に取り組んでいます。

以下、2018 年度の取り組みについて報告させ

ていただきます。

２．健康づくり支援活動

2018 年度も、本学主催の公開講座に併設し

た「兵庫医療大生による健康チェック体験」を

サービス・ラーニングの場として開催しました。

学生たちが、InBody による体成分測定、踵骨

密度測定、ヘモグロビン測定をポーアイコモン

ズにて実施し、フィードバックにも取り組みま

した。

 また、篠山市健康福祉部健康課主催の「いき

いきデカボー体操」、篠山市主催の「健康セミ

ナー」「健康相談」などにおける高齢者の健康

づくり支援活動にも学生達が参加しました。内

臓脂肪計測を実施しフィードバックしたり、体

操教室を支援したりすることにより、地域住民

の健康づくりを支援しました。

 両コモンズにおける健康づくり支援の実施

状況は表 1 にまとめています。なお、参加学生

は本学公認サークル「ポーアイ多職種連携学生

ネットワーク」の登録メンバー（88 名）だけ

でなく、一般学生も参加しました。

表 1. コモンズ活動実績

開催日時・コモンズ

イベント名

（地域住民参加者数）

参加

学生数

2018.8.29・篠山コモンズ

保健師による健康相談

（15 名）

3 名

2018.8.31・篠山コモンズ

いきいきデカボー体操

（33 名）

4 名

2018.9.7・篠山コモンズ

いきいきデカボー体操

（36 名）

2 名

2018.9.14・篠山コモンズ

いきいきデカボー体操

（36 名）

2 名

2018.9.21・篠山コモンズ 

いきいきデカボー体操 

（33 名）

2 名

2018.12.4・ポーアイコモンズ 

兵庫医療大生による

健康チェック体験 

（11 名）

3 名

2019.2.8・篠山コモンズ 

いきいきデカボー体操 

（36 名）

3 名

2019.2.15・篠山コモンズ

いきいきデカボー体操 

（39 名）

3 名

兵庫医療大学ポーアイコモンズと篠山コモンズを

活用した健康づくり支援プロジェクト

薬学部 教授 前 田 初 男

兵庫医療大学ポーアイコモンズと篠山コモンズを
活用した健康づくり支援プロジェクト

薬学部 教授　前田 初男
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2019.2.22・篠山コモンズ

いきいきデカボー体操 

（36 名）

2 名

2019.3.1・篠山コモンズ

いきいきデカボー体操 

（37 名）

3 名

2019.3.8・篠山コモンズ

いきいきデカボー体操 

（38 名）

3 名

2019.3.22・篠山コモンズ

いきいきデカボー体操 

（38 名）

3 名

2019.3.26・篠山コモンズ

健康セミナー 

（8 名）

3 名

2019.3.29・篠山コモンズ

いきいきデカボー体操

（41 名）

6 名

３．サービス・ラーニング効果

サービス・ラーニングを実践した効果は学生

たちの感想文に顕著に現れています。紙面の都

合上、代表的な感想を以下に引用します。

・ 地域の高齢者の方の前で体操を説明したり

一緒に体を動かしたりするのは初めてでし

たが、保健師の方や参加された方と一緒に

楽しむことが出来ました。看護学生として

保健師の仕事を少しでも経験出来て嬉しか

ったです。ありがとうございました。

・ 地域の方の前で体操をするということでと

ても緊張していましたが、私たちが進行し

やすいように参加者さんが協力して下さり、

またスタッフさんのサポートのお陰で自分

も楽しんで体操の進行をすることができま

した。認知症予防の講座では、参加者さん

と一緒に体を使ったゲームをして場を共有

することができ、今後の実習や臨床にも活

かせる貴重な経験を持つことができました。

今回のボランティアに参加してとても良か

ったと思います。

健康づくり支援活動の現場を捉えた画像を

以下に掲載します。学生たちは、最初は恥ずか

しそうで、ぎこちないのですが、時間が経つに

つれ、生き生きした顔でサービス・ラーニング

に取り組みました。ここにも教育効果が感じら

れます。

４．まとめ

今年度は 14 回（昨年度 9 回）の活動に延べ

人数 40 名の学生（昨年度 39 名）が参加しまし

た。延べ 300 名以上の地域住民の皆さんに対し

て実施した健康づくり支援活動を通して、サー

ビス・ラーニングを実践できました。この 2 年

間で蓄積した経験をもとに、来年度以降も、よ

り良い形で学生達にサービス・ラーニングの場

を提供して行く所存です。
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１．はじめに

「健康」とは何だろう．人は常に「健康」を

求めています．しかし，自分が本当に目指して

いる「健康」とは何なのか，どんな状態なのか

と言う事に関しては余り深く考えていないこ

とが多く，そのために，どうなったら「健康」

なのかという判断ができず，常に「健康」を求

めることになってしまいます．そして，「健康」

と「平和」は切っても切れない関係にあります

が，それがどのように関係しているのかもなか

なか分かりづらいです．自らの健康に気づき，

自分の健康と他人の健康は関係があるのか，地

域や地球の環境は健康に関係があるのか等，本

当は深く関係しているのに，気づいていなかっ

たことなどを，判り易く考えてもらうために，

身近なことを，五感を使って考えるワークショ

ップという参加型形式でプログラムを行い，今

回のテーマは「水」。水について参加者みんな

で考えました．

２．導入

ポーポキ･ピース･ネットワークの案内役は

白い大きなネコ．カラフルなしましましっぽが

自慢です．ポーポキと一緒に先ず心と身体をほ

ぐすためにポガ（ポーポキのヨガ）をします．

この導入の部分で，見知らぬ参加者同士があっ

という間に打ち解けて，後の共同作業がスムー

ズになります．

次に，ポーポキのピースブックの中から数枚

選んで，みんなに読んでもらいます．聞くだけ

ではなく，自分で読んでみんなに聞いてもらう．

小さい人も，お友達と一緒に読む．少し大きな

お姉ちゃんが読むのが難しい漢字を手伝って

くれる．ここでも交流が進みます．そして，み

んなが一緒にポーポキからの質問を考える．

３．ワークショップ

「健康って，なに色？ 今回のテーマは“水”

ポーポキ･ピース･ネットワーク」 
薬学部 講師 桂木 聡子 

「健康って，なに色？　今回のテーマは“水”
　　　　　ポーポキ･ピース･ネットワーク」

薬学部 准教授　桂木 聡子

　　　　　ポーポキ･ピース･ネットワーク」
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今回のテーマ「水」にちなんで，様々なシー

ンの水の写真を見て「健康」と感じるか「平和」

と感じるかを直感で手を挙げて，その後それぞ

れ近くの人と話をした．今回も 80 歳代の方か

ら小学校 1 年生まで色々な年齢の方と海外の

方も 5 人参加してくれました．『海で楽しそう

に泳いでいるのは平和だけれど，健康だからで

きるのよねぇ』とか，『綺麗な水は，平和だか

ら綺麗なの』『でも，綺麗な水は健康によい』

等色々な話しがでました．私たちの身体の組成

の 60％は水です．そして，毎日水や色々な飲

み物を飲んでいます．普段から水に気をつけて

いるという方も沢山いらっしゃいました．そこ

で，５つのペットボトル．ａ～ｅ迄の記号が書

いてあるだけの水が入ったペットボトル．どの

ペットボトルの水が飲みたいのか，実際に開け

なければ触っても良いとして，みんなが真剣に

選びました．

それぞれのボトルに入っている水の名前を

公開してから，再度どの水を飲みたいか聞きま

した．一番人気は，『六甲の美味しい水』．『福

島県の水』は，誰も飲みたいとは言いませんで

した．『Mili-Q 水（純粋）』を飲んでみたいと

いう方もありましたが，これはとても綺麗な

H2O ですが，飲むと下痢をしますと説明する

と驚かれました．また，『Eviaｎ』等の硬水で，

飲んではいけない薬がある話しもしました．

それと，美味しい水を自分が飲むために，沢

山のペットボトルを使うことはどうかなぁと

尋ねると，小学生の皆さんが直ぐに「ダメ」と

言ってくれました。散策に行く前に，7 年保存

水や 5 年保存水や，アルプスの美味しい水など

を飲んで，味の違いを確かめました．

４．散策と発表

 とても良い天気でしたので，しおさい公園ま

でみんなで散策に出かけました．沢山の人が釣

りをしたり，散歩したりする公園の向こうに，

六甲山が見えていました．海もとても綺麗で，

風が少し強かったけれど気持ちよかったです．
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 散策から帰ってきて，みんなで少し水の循環

について考えました．海の水はどこから来たの

か．雨．でもその雨は雲から．そして，海の水

は蒸発して雲になって，又雨になって回ってい

る．とか，山から海にも来る．では，神戸の海

の水は，六甲山の川からだけ来ているの？と聞

くと，色んな所から来ていると子どもたちは直

ぐに答えてくれました．日本だけ？世界か

ら！！だから，みんなが水を綺麗にしなければ

いけないんだよと言ってくれました．

 最後に，みんなにとって安心・安全で健康な

水のある暮らしをグループで描きました．今日

沢山見たものは聞いた話しからとても素敵な

絵ができました．

５．まとめ

水は，日本では普通に身近にあって安全なも

のという感覚だけれど，海外では蛇口から出て

くる水でも，気をつけなければならないことも

多い．また，十分な雨が降らないために，水が

ない国もある．何時もあるからと言って，好き

勝手な使い方をしているといつかは自分が困

ることになるかも知れない．そして，今年はと

ても雨が沢山降ったり，台風が来たりした．恵

みの雨以外の雨が多かった．水の災害に対して，

どのように備えればよいのかを考える必要が

有る．また，災害の時に水はとても大切．今日

飲んでみた 5 年保存水や 7 年保存水の他にも，

色々なグッズが販売されているけれど，どのよ

うに大切で，どうすれば良いのかということを

これからもみんなと一緒に考えて行けたらよ

いと思う．

 アンケートから，「平和や健康について一人

で考える事はあるけれど，同じ事を他の人がど

んな風に感じているのか，絵を通して，空気を

通して言葉を通して感じることができた．」「永

遠のテーマである平和・健康について，日常生

活レベルで考えていくことが大切だと感じた．」

また，「子どもが学校の授業で水の循環につい

て学んだばかりだったので，理解が深まった．」

というご意見もあった．

今回のワークショップでも，参加者満足度は

８割の方が大満足で，全員がまた参加したいし，

もっと健康や平和について色々な事を考えた

いという事でした．

参加者：１９名（外国の方 ５名を含む）
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１．はじめに

日常の中で，食べるという行為は，息をする

という事と同じように，とても自然で特に考え

もせずに行っていることのように思われるが，

実はとても大変なことである．赤ちゃんが，授

乳から離乳食そして，だんだん大人と同じよう

なものが食べられるようになるまで，とても事

細かに気を遣って考えられている．しかし，だ

んだん飲み込みにくくなっていく，状態に関す

る関心は未だ高いとはいえない．けれども，食

事は一日三回朝・昼・夜のとても大きな行為で

あり，人生の多くの時間を占めるイベントでも

ある．もし，その時間が楽しいものでなければ，

生きている時間もつまらないものになってし

まう．そんな不安を取り除き，終生楽しく食事

を摂ることが出来るようにするにはどうすれ

ば良いのか，また薬もやはり飲まなければ効か

ない，どのような工夫があるのか，一緒に考え

てみたい．

２．飲み込む力を高める日常ケア

「自分でできる嚥下機能チェックポイント」

の講座では，①食べる・飲み込む動作にも体操

が重要であること，②飲み込むときに働く筋肉

や関節を知ること，③飲み込みやすい姿勢とは，

④ひとりでできる嚥下体操の方法，の４つのポ

イントに絞り講義を行った．食べる・飲み込む

動作は手足の運動と同様に，日頃からしっかり

と動かしていくことの重要性，また正しい姿勢

で食事を摂ることがムセの予防にもつながる

点なども盛り込んだ．また，ご自身が介助者と

なり，対象者の方へ接することが必要な場面も

想定し，セルフケアだけではなく，サポートす

る側に立った際の嚥下機能チェックポイント

についても触れた．

 日頃から嚥下機能に関心の高い方々が受講

されていることもあり，１つ１つの内容に対し，

熱心に聴講されていた．講座の後半には，簡単

な実技体験も実施したが，参加者全員が積極的

に体を動かし，嚥下に関する筋肉や関節の触診，

ひとりでできる嚥下体操を実践していた．

３．安全においしく食べるために自分でできる

日常ケア

嚥下の仕組みと高齢による嚥下機能への影

響，嚥下機能の確認簡単テスト，嚥下機能を鍛

えるらくらく体操、口腔ケアについて講義を行

った．参加者ご自身で顔を上下に向けて飲み込

んでいただいたり，発声をしていただいたりし

て，体験を通して嚥下に関わる筋肉の動きを実

感していただいた．参加者全員が熱心に聴かれ，

身体等を動かすときも積極的に実施された．ま

た，高齢者にとっての「食べることの意味」の

嚥下機能低下予防講座と嚥下検診 

いつまでも自分の口から食べ続けるために 
兵庫医科大学ささやま医療センター リハビリテーションセンター 室長 坂本 利恵 

兵庫医療大学              リハビリテーション学部 准教授 森明子 

看護学部 教授 細見 明代 講師 山田千春 

報告者 薬学部 准教授 桂木 聡子 

いつまでも自分の口から食べ続けるために
嚥下機能低下予防講座と嚥下検診

兵庫医科大学ささやま医療センター リハビリテーションセンター 室長　坂本 利恵
兵庫医療大学　リハビリテーション学部 准教授　森 　明子

看護学部 教授　細見 明代、講師　山田 千春
報告者　薬学部 准教授　桂木 聡子
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話のときには，大きくうなずいて聴かれていた．

４．自分でとろみをつけてみよう！

 実際に飲み込みにくくなってしまったときに

は，どうすればよいのか？の一つの方法として，

トロミ剤の活用を紹介した．参加者にミネラル

ウォーターとトロミ剤を配付し，薄い・中間・

濃いの３段階のトロミ液を実際に作成してい

ただいた．とろみを付けることで，食物の咽頭

への流れ込みがゆっくりになり，食材のまとま

りがよくなるという説明に頷かれ，各自が作成

したトロミ液を口に含み，その違いを体感され

ていた．また，ミネラルウォーター以外にも牛

乳，コーラなど様々な種類の液体も試し，トロ

ミの付き方の違いを比較していただき，トロミ

剤を活用する際の留意点をお伝えした．

５．嚥下とくすり

 薬を飲むときには，内服薬と水で飲む．これ

は，種類の違うものを一度に飲み込むという嚥

下がしにくい方は行わない方がよい行為の一

つになる．しかし，飲まなければ薬の効果は無

い．そこで，今は色々な形の薬があるので，自

分に合った形を選ぶことができる話をする．そ

の為には，なぜ飲み込みにくいのかという理由

をちゃんと医師や薬剤師に説明することが必

要であるということも説明する．そして，飲み

方も姿勢が大切で，しっかりうなずきをしなが

ら飲むことが重要．そして，飲みにくい人のた

めの飲めたねゼリーを買おうと思った人や買

った人も，1/3 ほどいらっしゃったけれど，結

局未だ使った事はないとのこと．実際に新しい

ものの封を切るのが硬いことや，最初に水がた

くさん入っていることを知ってもらい，更に，

どのように口に入れるのかをイメージしてス

プーンを選んだり，錠剤を乗せたりする必要を

実際に見

て理解し

てもらう．

薬のこと

飲みにく

くなった
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時のことは，かかりつけ薬剤師に相談してもら

うようにお願いした．

６．まとめ

今回の参加者の方は，今特に飲み込みに困っ

ているという方はいらっしゃらなかったよう

であるけれど，何となく不安で，将来的に嚥下

困難になるのではと言う心配をお持ちの方や、

家族の介護で困った事がある方がおおかった

ように思う．森准教授や細見教授の具体的な飲

み込むための練習や日頃できる運動などは，何

度も一緒にされて，帰ってからも絶対に練習す

ると仰っていた．また，実際に自分でトロミを

付けるという事を始めてされた方も多く，特に

男の方は，肩に力を入れて一生懸命されていた．

料理になれているはずの女の方も，玉になった

り，上手く混ぜられなかったり，思った以上に

難しい事を体感されていた．このように話しを

聞くだけでなく，実際に体験することも大切で

あると思う．

７．家族で楽しむクリスマス 2017 ホテルの

やわらかコース料理

 今年度もこのプロジェクトの最後に，ポート

ピアホテルの協力を得て，嚥下障害を持つ方と

その家族の方が一緒にクリスマスにホテルの

コース料理を楽しめるイベントを行った．今年

は，リピーターの方だけでなく，初めてと言わ

れる方も多く，新聞を見て申し込まれた方もい

らっしゃった．

 そして，初めての方は，柔らかと言われてい

るけれど，本当に飲み込めるのかが不安と言わ

れていたが，全部食べることができたと喜ばれ

たり，大好きだったパンが食べられなくなって

いたのに，今日は食べることができたと言われ

る方もあった．家では残すことも多いのに，今

日は完食してくれたと喜ばれるお母さんもあ

った．食事が美味しいからか，普段よりも口の

動きが活発ですと言われる方もあった．講話の

後各テーブル

を回ると，色々

な観点からの

質問があり，そ

れら一つ一つ

にそれぞれの

専門職が答え

る事ができ．食

事が美味しい

だけでなく，と

ても満足できる食事会でしたと仰った方もあ

った．

 試食の時に色々なオーダーをさせてもらっ

て，改善していた料理や，試食のときは良かっ

たのに，なぜか本番では少し硬かった料理があ

り，こちらの方ももっとアドバイスの工夫も必

要であると考えさせられた．

華やかで晴れの日を演出して下さったクリス

マスソングの生演奏に，とても喜んでおられる

子どもさんや手を叩いて顔をほころばせる高

齢の方．皆さん本当に幸せそうに見えた．

 家族で楽しむというのは，本当に大切なこと

だと感じたプログラム．是非来年も続けたいと

考えている．大学プロジェクト参加者 ３４名，

ホテルプロジェクト参加者 ４９名
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1．はじめに

改訂学習指導要領により中学及び高等学校

理科で放射線教育が導入されたものの、その指

導方法について様々な問題が生じている。放射

線教育は放射線を科学リテラシーとして確立

し、知識と情報を醸成させることが望ましく、

教本のみならず情報を有機的に結び付けるこ

とが可能な体験型学習が効果的であると考え

られる。しかしながら、放射線源の多くは管理

区域外での使用が厳しく制限され、教材となり

うる線源の選定や教育を担う人材育成が課題

となっている。そこで、これらの課題を解決で

きる方法として市販試薬を用いた教育プログ

ラムの開発及びその教育展開を提案する。

2．活動報告

40K、87Rb 及び 176Lu は放射線管理が不要な

天然核種であり、塩化カリウム、塩化ルビジウ

ム、酸化ルテチウム等の試薬として入手できる。

また、これらの核種は電離能力の異なるβ線を

放出する他、176Lu は特性 X 線も放出する。

 更に 40Kは昆布やコーヒー等の食品にも含ま

れており、これらの特性を利用した自由かつ斬

新な教育プログラムの立案が可能となる。

3．放射線教育プログラム

以下に本プロジェクトにて立案された放射

線計測を交えた放射線教育プログラムを示す。

(1) 身近に存在する放射線を検出してみよう。

 本プログラムは比較的大人数を対象とした

教育内容である。主に 40K に着目し、陶器や食

品中の放射線をサーベイメーターで計測し、ワ

ークシートに記入させる内容となっている。

(2) 放射線の減衰を理解しよう。

 本プログラムは距離による減衰を理解でき

る教育内容となっている。受講者には指数関数

的に減衰する放射線の計数値をグラフ化して

理解が深まる様になっている。

科学リテラシーとしての放射線教育プログラムの開発及び

アクティブ・ラーニングの実践

薬学部 准教授 藤野 秀樹

科学リテラシーとしての放射線教育プログラムの
開発及びアクティブ・ラーニングの実践

薬学部 准教授　藤野 秀樹
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(3) 核種を推定してみよう。

 本プログラムは比較的少人数を対象として

いる。予め講義形式で放射線の種類や特性を説

明し、5 種類の市販試薬と 2 種類のサーベイメ

ーターを用いて放射線計測し、核種の推定を行

う。グループワークの形式にて行う。

4．学術的活動

 市販試薬を用いた放射線教育について放射

線教育の学術集会である日本放射線安全管理

学会第 17 回学術大会へ本学学生がポスター発

表し（平成 30 年 12 月、名古屋大学）、優秀ポ

スター賞を受賞した。

5．放射線教育の展開

 前述の教育プログラムを用いて平成 31 年 1

月には神戸市シルバーカレッジにて放射線計

測の実演を学生主体で行った。

 この他、平成 31 年 3 月に本学で開催した放

射線業務従事者教育及び春のオ－プンキャン

パスでの体験実習にて核種推定に関する放射

線教育を学生主体で行った。受講者からは放射

線の特性を良く理解できたと好評であった。

6．まとめ

本プログラムは正しい知識と科学的な理解

のみならず、理科や数学の複合領域を学ぶこと

で、多角的・多面的な視野で問題を捉える能力

を身に付けられる。更に自ら学び、正しく理解

することでアウトプット情報を客観的に解釈

してアウトカムとして活用する科学リテラシ

ーが確立すると期待される。

− 33 −



1．はじめに

世界有数の長寿国となった現在，我が国では，

単なる長寿だけではなく，その生活の質が注目さ

れ，いかに健康が保持できるかが重要な課題とな

っている．また，何らかの疾患になると，医療は

急性期に短期集中して提供されるようになり，そ

の後は，外来治療を受けながら地域で療養生活を

送る人たちが増えている．したがって，地域にお

いて重要な視点は，「いかに健康づくりを行い，健

康を保持するか」と，「いかに安心して療養生活を

送れるか」であると考える． 

そこで，地域住民の健康づくりを目的とし，健

康人にはその健康を維持できるように，療養者に

は快適な療養生活を過ごすことができるように，

平成28年度から継続して，本プロジェクトを実施

している．なお，看護の強みである快適性を重視

し，リラクセーションを取り入れた看護技術にこ

だわって展開している． 

 本プロジェクトは，学生，教員が一体となり，

社会貢献を目指したものである．学生は，ボラン

ティアの立場として運営に携わるだけでなく，企

画そのものに中心的に関与した．事前に十分に準

備し，教員により万全の指導を受けた看護学部学

生と教員が共に協働し運営した． 

地域住民には，リラクセーションを取り入れる

ことの重要性を伝授でき，学生は技術の提供を通

して，ケアの難しさや喜びのほか，コミュニケー

ションをはかるうえでの多くの学びがあった．こ

こでは，本プロジェクトの概要とともに，その成

果について報告する． 

2．プログラムの概要

1）開催日程，参加者および内容 

第1回 平成30年11月3日：13名 

 【講義】リラクセーションとは何か，リラク

セーションの種類，リラクセーションの研

究の動向，成人期と老年期の発達課題 

 【実技】ハンドマッサージ 

第2回 平成30年12月1日：19名 

 【講義】アロマオイルの種類，効果（招聘講

師 杉山えりか氏） 

 【実技】ハンドマッサージ 

第3回 平成30年12月22日：11名 

【講義】冷え症とは何か，なぜ冷えるか，冷

えることの影響，冷え予防 

 【実技】手浴，ハンドマッサージ 

2）毎回の流れ（各回1時間30分） 

(1）知識の提供（講義30分） 

(2）看護技術の提供（実技概ね1時間：30分×2

クール）：個別に実施，１人につき30分 

(3）健康チェックおよび茶菓を交えて歓談：看護

技術の提供を入れ替え制としていたため，技術

を受けていない時間は，マッサージ器，インボ

ディ（体成分分析装置）などを体験頂いた．ま

た，茶菓を交えて，参加者同志，もしくは運営

スタッフと歓談した． 

3）学生の取り組み 

第1回  3名：（1年生2名，2年生1名） 

第2回 10名：（1年生6名，2年生4名） 

第3回  6名：（2年生3名，1年生3名） 

無料サービス提供をするボランティアとして

の一面だけではなく，参加した学生にとって意味

ある経験となるために，以下の①から④の取り組

みを行った．教員は，教育的な関わりを心がけ，

学生一人一人が成長できることを目指した． 

「リラクセーションを取り入れた健やかな生活を目指して」

～家庭に役立つ看護技術講座シリーズ～ 

看護学部 鈴木 みゆき，荻野 待子，増田 富美子,岸 あゆみ 

山田 絵里，宮前 奈央，松久 智美，竹田 千佐子  

「リラクセーションを取り入れた健やかな生活を目指して」

看護学部　鈴木 みゆき、荻野 待子、増田 富美子、岸 あゆみ
山田 絵里、宮前 奈央、松久 智美、竹田 千佐子

～家庭に役立つ看護技術講座シリーズ～
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①事前準備と事前練習：技術の講習会，練習指導 

②事前打ち合わせ：運営の打ち合わせ，開催前の 

技術確認 

③実施：地域住民に直接知識の提供および技術の 

実践 

④事後の振り返り：運営，技術面でよかった点，

改善点 

3．参加者の反応

 参加者から各回で感想を記述して頂いた．講義

に対しては，「生活面，精神面のリラックス効果に

ついてわかった」，「アロマオイルについて理解で

きた，日々の生活に取り入れたい」,「明日への希

望がわいた」などの感想を頂いた．また，学生の

実技に対して，「丁寧で大変よかった」，「気持ちに

ゆとりできた」，「感激したし，リラックスできた」

などの声があった．その他，「お茶やお菓子を頂き

ながら，ハンドマッサージの他にも，マッサージ

器具を使ってゆったりと過ごせた」という感想を

得た． 

4．学生の学び

 学生からは，事後に行った振り返りで以下のコ

メントがみられた．

「緊張したが気持ちよかったと言ってもらえ

て嬉しかった」，「話しをしながら，楽しくマッサ

ージができた」とケアをする喜びが語られた．ま

た，「話しをどのように展開したらよいのか，もう

少し考えていればよかった」，「沈黙ができて，少

し戸惑いを感じた」という経験が語られることも

あった．一方で，参加回数を重ねることで，「話し

て下さるときにはしっかり聴いて，沈黙のときも

焦らずその空気が気にならなくなった」などの声

もあった．

5．まとめ

 参加下さる地域の方から，いつもあたたかいコ

メントを頂き，看護の力を地域社会に還元するこ

とが今後も求められていると感じている． 

 そして，参加学生との振り返りでは，この活動

を通して，一人ひとりに固有の学びや喜びがあり，

学生にとっても意義深い体験になっている． 

次年度も，地域の方，学生にとって有益なプロ

ジェクトになるために，活動の継続を行いたい． 
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１．はじめに

 「この覚え書は、看護の考え方の法則を並べ

て看護師が自分で看護を学べるようにしたも

のではないし、ましてや看護師に看護すること

を教えるための手引書
マ ニ ュ ア ル

ではない。これは、他人
ひ と

の健康について直接責任を負っている女性た

ちに、考え方のヒントを与えたいという、ただ

それだけの目的で書かれたものである」。

これは、ナイチンゲールが『看護覚え書』に

著した一節です。『看護覚え書』はそのタイト

ルに「看護」という言葉があるので、看護師が

看護を学ぶための書物と解釈される傾向があ

ります。しかし、本来は、“他人の健康につい

て直接責任を負っている女性たち”、つまり、

健康的に生きることを志向する全ての人々に

対して著された書物です。

本プロジェクトは、『看護覚え書』に貫かれ

ているこの精神を原点として、住民の方々の暮

らしが健康になるためのヒントを『看護覚え書』

から学ぶことを目的として実施しました。

２．プロジェクトの概要 (表 1)

 本プロジェクトは、2016 年、2017 年に引き

続き3年目の継続プロジェクトとして実施しま

した。2018 年は、第 1 回を 11 月 11 日、第 2
回を 11 月 28 日に実施しました。参加者数は、

第 1 回が 8 名、第 2 回が 16 名でした。内容と

しては、第 1 回は、「ナイチンゲールの生涯と

『看護覚え書』」をテーマとして、講義・DVD
視聴・ディスカッションを組み合わせた内容で

展開しました。第 2 回は、『看護覚え書』のう

ち「第 12 章おせっかいな励ましと忠告から、

自身の暮らしをふりかえる」をテーマとして、

講義・ディスカッションを行いました。第 2 回

では、茶話会のスタイルをとり、リラックスし

て振り返りができるように工夫をしました。な

お、本プロジェクトの実施に際して、ナイチン

ゲールに詳しい神戸常盤大学保健科学部の魚

崎須美准教授にご協力いただきました。

表 1/プロジェクトの概要 

第 1回 

ナイチンゲールの生涯と『看護覚え書』 

1) 講義(30 分) 

｢ナイチンゲールの生涯と『看護覚え書』｣ 

2) DVD 視聴(45 分) 

 ｢ナイチンゲール『看護覚え書』より 

病気は回復過程である｣ 

3) ディスカッション(15 分) 

 ｢ナイチンゲール看護論の生活への活かし方｣ 

第 2回 

「おせっかいな励ましと忠告」から自身の暮らし

をふりかえる 

1) 講義・解説(40 分) 

｢おせっかいな励ましと忠告｣ 

2) ディスカッション(茶話会式) (50 分) 

 健康的な暮らしにつながるナイチンゲールから

のヒント－｢おせっかいな励ましと忠告｣の見地

から－ 

３．｢おせっかいな励ましと忠告｣ (表 2・資料 1)

 『看護覚え書』の構成をみると、序章に始ま

り、13 の視点から健康を守るために必要なこ

とが著され、おわりに、補章で看護師とは何か、

看護についてふれ、16 章の赤ん坊の世話で完

結しています。今回は、このうちの第 12 章を

とりあげました。この章をとりあげた理由は、

精神科病院や地域で看護師として働いてきた

自身の経験から、この章に著されていることは

ナイチンゲールの『看護覚え書』を読む

〜健康を守るための暮らしのヒント〜

看護学部 立垣 祐子

ナイチンゲールの『看護覚え書』を読む

看護学部　立垣 祐子

〜健康を守るための暮らしのヒント〜
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患者さんの状況を的確に捉えていると常々感

じていたからです。

表 2 『看護覚え書』の構成 

はじめに “他人の健康について責任を負って

いる女性たちに考え方のヒントを与

えたい、ただそれだけの目的で書い

た” 

序章 “病気とは回復過程である” 

第 1章 換気と保温 

第 2章 住居の健康 

第 3章 小管理 

第 4章 物音 

第 5章 変化 

第 6章 食事 

第 7章 食物の選択 

第 8章 ベットと寝具類 

第 9章 陽光 

第 10 章 部屋と壁の清潔 

第 11 章 からだの清潔 

第 12 章 おせっかいな励ましと忠告 

第 13 章 病人の観察 

第 14 章 おわりに 

第 15 章 補章“看護師とは何か” 

第 16 章 (付録)赤ん坊の世話 

「おせっかいな励ましと忠告」の英語表記は、

“Chattering Hopes and Advices”です。

“Chattering”とは、｢人がくだらないことを

ぺちゃくちゃとしゃべる｣という意味ですから、

病人(患者)のまわりで、他の人(見舞客)が、励ま

しや忠告をぺちゃくちゃとしゃべる情景がイ

メージされます。悩ましいことは、このような

行動に本来、悪意はなく、他の人(見舞客)は、

病人(患者)を思い、善かれと思ってなされると

いうことです。しかし、ナイチンゲールは、そ

の行為は、病人(患者)にとって“災いでしかな

い”と述べています。第 2 回のディスカッショ

ンでは、1) 病人(患者)の立場、2)他の人(見舞客)
の立場の 2 つの立場から検討しました。参加者

の方々は、自身の入院の経験や家族や友人を見

舞ったときの自身の振る舞いについて振り返

り、感じたことや考えたことを共有しました。

「入院中の家族が辛そうにしていたので、とに

かく話を頷いて聞いていた気がする」、「沢山で

お見舞いにきてくれたのは嬉しかったが、大部

屋で、他の入院の人にも気遣い、たしかに負担

だった」等、多様な経験が共有されました。さ

らに、「相手の立場に立つのは難しい」、「では

どうやって、そばにいてあげるといいのか」と

いう意見や疑問について検討しました。ナイチ

ンゲールは，その答えを「病人に喜びを与える

方法(資料 1)」として著しています。

資料 1 講義資料「9.病人に喜びを与える方法」 

４．おわりに

 本プロジェクトは、「他人
ひ と

の健康について直

接責任を負っている女性たちに、考え方のヒン

トを与えたい」というナイチンゲールの精神に

基づき実施しました。参加者の皆さんの深い解

釈や気づきから『看護覚え書』がまさにそのよ

うに著された書物であることを確認すること

ができました。この『看護覚え書』が、看護師

を含む健康を志向する全ての人々の共通の著

として読み継がれることが必要と考えます。

[文献]  F・ナイチンゲール(1860);薄井担子・小玉香

津子(1968)．看護覚え書－看護であること 看

護でないこと－(第 7版)，現代社．2018
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1 

1．目的

地域で生活しているがん患者とその家族が、疾

患に伴う心理社会的な困難に対処し乗り越える

力を見いだせるように、がん患者・家族どうしで

気持ちの表出を図り、互いに体験を分かち合うこ

とによって、エンパワメントされることを目的に、

グループサポートの場・機会を提供することとし

た。

平成 22 年度から毎年開催してきたプログラム

の内容をさらにブラッシュアップし、患者・家族

が相互に交流できる場とした。また、昨年の第 4
回の内容を踏まえて開催時期や回数、会場を再検

討し、より参加しやすいサロンづくりに努めた。

2．対象

対象は、ポートアイランドおよび神戸近郊に居

住、または近郊の医療施設もしくは兵庫医科大学

病院で医療やケアを受けている、がん患者および

がん患者の家族、約 15～20 名とした。原則とし

て全プログラムに継続して参加可能な方とした。

3．方法

１）開催概要

（1）場所：こうべまちづくり会館 2 階

（2）日程：

第 1 回 平成 30 年 10 月 20 日（土）

第 2 回 平成 30 年 11 月  3 日（土）

時間は、10：15 から受付を開始し、プログラ

ムは、10：30～12：30 の 120 分とした。

（3）参加者：

地域で生活するがん患者、がんサバイバー、

がん患者の家族で、原則として全プログラムに

継続して参加可能な方とした。

２）開催準備

（1）プログラムの内容や担当者、参加募集方法

などを検討した（平成 30 年 5～8 月）。

 神戸市立医療センター中央市民病院看護部・兵

庫医科大学病院看護部と連携し、企画・準備を

行った。

（2）昨年、参加者希望数が少なかったことから

参加者がアクセスしやすい、駅に近い会場を検

討し、元町駅付近にある「こうべまちづくり会

館」での開催を検討した（平成30年6～10月）。

・ポートアイランド内の新聞折り込みチラシの配

布

・神戸市立医療センター中央市民病院や兵庫医科

大学病院でのポスターの掲示・チラシ配布

・本学 HP の掲示

・ポートライナー駅でのポスターの掲示

・ポートライナー駅周辺の薬局でのチラシ配

・尼崎市、西宮市、神戸市、明石市内にある 800 
床以上の病院でのチラシ配布

（3）テーマや講義・演習内容などに応じて外部

講師等の協力を得た。

メンバー：

兵庫医療大学看護学部

田中登美（がん看護専門看護師）

山内洋子（がん看護専門看護師）

兵庫医科大学病院

   西村裕美子（がん看護専門看護師）

神戸市立医療センター中央市民病院

   濱田麻美子（がん看護専門看護師）

梅田節子（がん看護専門看護師

岩田奈美（がん看護専門看護師

協力者：

田中奈々美（アロマテラピスト）

甲斐年美（訪問看護認定看護師）

   柳田千代美（兵庫医療大学大学院）

ボランティア：

   源幸奈々（兵庫医療大学看護学部）

（4）各回の終了時に参加者からの評価・要望に

関するアンケート調査を行った。その結果を次

回開催内容に活用した

4．結果

各回に設定したテーマに基づき、目標を立て、

情報提供と参加者による話し合いを行った。1
回約 120 分とした。情報提供は、運営スタッフ

および外部講師が担当した。また話し合いは、

講義担当者やスタッフが調整役として参加した。

＜テーマ、目標、内容、担当者、感想＞

第 1 回 がん体験と私の気持ち

【目標】

1．グループメンバーが互いに知り合う

2．一人ひとりのがん体験や考え、気持ちを話し、

共有する

3．日々の生活と健康に対応する資源と活用方法

について考える

4．お互いの体験から共感や励ましの思いをもつ

自己紹介；名前、参加動機などの発表を行う

（担当：山内、ﾌｧｼﾘ：田中（登）、梅田、岩田、

柳田）

第 4 回 がん患者・家族のためのサポートグループプログラム

- 語りあい・学びあい・支えあう がん患者と家族のおしゃべりサロン -

看護学部 助教 山内 洋子

第４回　がん患者・家族のための
　　　　サポートグループプログラム

看護学部 助教　山内 洋子

－語りあい・学びあい・支えあう　がん患者と家族のおしゃべりサロン－
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2 

情報提供；ストレスについて（担当；梅田）

＜情報提供＞

・食事と運動について（担当；山内）

＜語り合い＞

・今までの体験や思いについて

・現在の生活の中でストレスをどのように感じて

いるか

・類似した体験があるか

・他者の体験に対する感想など

（担当：梅田、ﾌｧｼﾘ：田中（登）、岩田、山内）

＜体験＞リラクゼーション（担当；岩田）

参加者 8 名（アンケート結果より）

・皆様の明るい前向きに励まされました。

・自分の病気の話ができてストレスがなくなった

気持ちがしました。

・同病の方とお話しができた事、満足です。

・こんな会を探していたのです。

・現場の方に相談もできたらなと思いました。

・話を聞いていただけるだけでよかった。

・話すだけで気持ちが落ち着きました。家族が治

療中で分からないことが多い中、とても役立つ

情報でした。

・どうしても本人と一緒だと家族側の気持ちが言

えない…。

第 2 回 日々の健康と生活への対応

さまざまな資源と役立つ情報

【目標】

1．病院で活用できる資源やサービス、がんに関

する情報の取得とその使い方について理解する

2．緩和ケア及び地域の活用できる資源やサービ

スとその使い方について理解する

3．情報の整理と自分の気持を伝える方法を考え

る

4．本プログラムへの参加を通じて、目的の達成

状況とこれからのがんとともに生きることへの

思いについて語り合い、気持ちを共有する

＜情報提供＞

・地域で活用できるサービス（担当；甲斐）

・病院で活用できるサービス（担当；西村）

・情報の整理と自分の気持を伝える（担当；濱田）

＜話し合い＞

・情報提供に関する疑問点

・参加した目的を踏まえた自由な話し合い

考えたことや気づいたこと、今の気持ち、これ

からの生活についての思いなど

（担当：濱田、ﾌｧｼﾘ：田中（登）、西村、甲斐、

田中な、柳田）

＜体験＞アロマテラピー（担当；田中（奈））

＜まとめ＞（担当；山内）

参加者 6 名

・アロマで気分がよくなった。

・ケアがいるようになってからのいろいろな方法

がわかってよかった。

・重要と思える情報を提供していただいた。

・患者であるなし、その家族での有無にかかわら

ず参加できればよいと思います。

・相互討議がもっとできればよかったと思います。

・なるべく早く３回目の開催をお願いします。あ

りがとうございました。

・目的は体験者同士のおしゃべりでしたが新しい

情報を知るのには必要だと思いました。

・大変勉強になりました。まだまだ知らないこと

ばかりです。

＜全プログラムを通してのご意見ご感想＞

Q：このプログラムに参加してよかったと思う

か？

Q：3 回のプログラムを通してのご感想

・今日の内容は市民１万人に聞いていただきたい

と思った。特に 40 歳前後の人には。

・声が小さく、内容がわからなかった。

・とても良い内容なので、もう少し参加者が増え

るといい。

Q：今後、プログラムをよりよいものにするため

の意見

・もっと何回もお願いしたいです。

5．まとめ

今年度も参加者は少なかったが、満足度は高か

った。会場を駅の近くへと変更したことで申し込

み希望者は比較的集まりやすい状況であったが、

疾患の性質上、体調不良などで急遽欠席されるこ

ともあり、今後も開催時期や回数、利便性の良い

場所での開催などを検討しながら継続していき

たい。

また、アロマの体験は例年好評を得ており、

参加者の緊張がほぐれるため、語り合いをアロ

マの体験後に行うことや、療養にかかる費用に

ついてMSWなどに相談できるような機会を検

討し、さらなるブラッシュアップに努めたい。
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はじめに

尿失禁は、加齢に伴う骨盤底筋群の筋力低

下・出産・肥満などが原因で、女性の30～40％

に認める。その80％に腹圧性尿失禁の症状があ

る。腹圧性尿失禁に対する治療の第一選択とし

て骨盤底筋トレーニングが推奨されており、そ

の有効性は多く報告されている。したがって、

尿失禁に関する知識や骨盤底筋トレーニング

の目的と効果等を含めたプログラムを提供し、

自ら実施できるよう支援していくことは、尿失

禁の予防的取り組みとして意義のあることで

ある。 

この度、平成30年度地域交流プロジェクトと

して、地域在住女性に対し尿失禁に関する知識

や骨盤底筋トレーニングを啓発し、自宅でも継

続して実施できるようプログラムを実施した。

なお、平成30年度は各コースの実施回数を１回

増やした４回とし、体組成や身体活動量などの

計測も行い、健康づくりにお役立ていただく情

報を収集し解析し、さらに充実度の高いプロジ

ェクト内容へ改善した。 

実践概要

１）プロジェクト概要 

地域連携実践センター平成 30 年度地域交流

プロジェクト「健康みなおし教室」－トイレに

悩む前に－ 

２）プロジェクト担当者 

森明子（理学療法士）、藤岡宏幸（医師） 

３）当日スタッフ 

稲葉朗子（森ノ宮病院 理学療法士）、松本恵

実（関西電力病院 理学療法士、兵庫医療大学

リハビリテーション学部研究員）、垣内優芳（神

戸市立西神戸医療センター 理学療法士）、柏

木香澄（吉田病院附属脳血管研究所 理学療法

士）、尾崎彩矢菜（理学療法士）、柏谷明子（研

究支援）、学生ボランティア 3名 

４）実施日時 

①Ａコース：7月 23 日(月) 、8 月 1 日(水)、 

8 月 29 日(水)、9 月 26 日（水） 受付：9 時

45 分 実施時間：10 時 00 分～12 時 00 分 

②Ｂコース：7月 23 日(月) 、8 月 1 日(水)、 

8 月 29 日(水)、9月 26 日（水） 受付：13 時

45 分 実施時間：14 時 00 分～16 時 00 分 

③Ｃコース：10 月 18 日（木）、10 月 31 日

(水)、 11 月 28 日(水) 、12 月 25 日(火)  

受付：9時 45 分 実施時間：10 時 00 分～12

時 00 分 

④Ｄコース：10 月 18 日（木）、10 月 31 日

(水)、 11 月 28 日(水) 、12 月 25 日(火) 

受付：13 時 45 分 実施時間：14 時 00 分～

16 時 00 分 

５）実施場所 

兵庫医療大学地域連携実践センター内 

６）参加人数：合計 159 名（内訳：一般 90 名、

主催者 47 名、学生 22 名：以上延べ人数）  

７）実践報告 

本プロジェクトは募集人数を各コース 8 名、

プログラム実施期間は概ね 3 か月間とした。3

か月間の実施中、初回、2週目、6週目、最終回

にフォローアッププログラムを含むため、全 4

回のプロジェクト日にすべて参加できる方を

対象とした。プログラムは、尿失禁に関する問

診評価実施後、①尿失禁について学ぶ（尿失禁

の原因、骨盤底の構成と筋肉の理解）②骨盤底

筋トレーニングについて学ぶ（目的と効果の理

「健康みなおし教室」－トイレに悩む前に－ 
リハビリテーション学部 准教授  森 明子 

教 授 藤岡 宏幸 

「健康みなおし教室」

リハビリテーション学部 准教授　森 　明子、教授　藤岡 宏幸

－トイレに悩む前に－
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解）③骨盤底筋トレーニングの習得（実技練習）

を行った（図１）。骨盤底筋トレーニングは自宅

で 3か月間継続するよう指導した。また、オリ

ジナルの記録ノートを制作し、日々のトレーニ

ング実施回数の記録をつけてもらい、トレーニ

ングに対する意識づけを促した（図２）。 

図１ 実施風景 

図２ オリジナルの記録ノート 

基本項目として、年齢、身長、体重、BMI、出産

回数、尿漏れ有無、調査項目として尿漏れの有

無、排尿回数、身体活動量、骨格筋肉量、

International Consultation on Incontinence 

Questionnaire-Short Form（ICIQ-SF）、歩行速

度、Time up and go（TUG）などを調査した。自

宅での骨盤底筋トレーニングの実施状況も把

握するようにした。 

おわりに

プログラム開始時と終了時を比較すると、終

了時において尿失禁や頻尿に悩む参加者が減

少した。また、体組成や日頃の身体活動量、身

体能力としての歩行速度、TUG など、調査測定

項目の結果をフィードバックすることで、日頃

からの健康づくりに役立てていただけるきっ

かけになった様子であった。なお、骨盤底筋ト

レーニングは実施方法を正しく理解し、継続し

て実施することで、尿失禁予防に繋がることが

期待でき、また、骨盤底筋トレーニングの習慣

化への第一歩である。このように、尿失禁に関

する知識や骨盤底筋トレーニングの目的と効

果等を含めたプログラムを提供し、自ら自宅で

も実施できるよう支援していくことは尿失禁

の予防的取り組みとして意義のあることであ

る。今後も経験を重ね、より良いプロジェクト

を引き続き開催していきたいと考えている。

謝辞

本プロジェクトは「平成 30 年度兵庫医療大

学社学連携機構地域交流プロジェクト」および

「JR 西日本あんしん社会財団平成 30 年度研究

助成」、「JSPS 科研費 JP18K10561」の助成を受

けたものです。また、今回参加してくださった

地域住民の皆様、プロジェクト運営に協力をし

てくださったスタッフの方々に心より感謝い

たします。 
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１．はじめに

高齢化が進んでいる港島において、疾病およ

び介護予防が喫緊の課題となっている。近年、

がんや認知症の予防に運動が有効であること

が明らかとなっているが、中・高強度の運動強

度が必要であることが示唆されている。埋立地

であるポートアイランドは運動を実施するス

ペースは確保されているものの、高低差が少な

く、屋外で運動を実施したとしても必要とされ

ている運動強度に到達しにくい環境にあると

考えられる。したがって、効率的に疾病を予防

するためには、疾病予防に必要な運動強度に到

達するようなモデルコースの提案が必要と言

える。そこで、本プロジェクトでは、ポートア

イランドにおける運動環境について地域住民

と議論し、疾病予防に必要な運動強度に到達で

きるモデルコースを検討することを目的とす

るとともに、運動習慣があるポートアイランド

の住民の日頃の運動強度を客観的な指標にて

検証することによって、今後の運動活動に役立

ててもらうこととした。

２．プロジェクトの概要

❏開催日時：2019 年 3 月 19 日 14:00~16:00 
❏場所：兵庫医療大学地域連携実践ステーショ

ン

❏参加者：ポートアイランドの住民に対して参

加を募集したところ、18 名が参加した。参加者

全員が週 2 回以上の運動習慣を有していた。

❏スタッフ：宮本俊朗（リハビリテーション学

部 准教授）、学生ボランティア 6 名

（１） 講義

生活習慣病の概要と認知症およびがん予防

に対する運動の効果の講義を実施した（図 1）。
講義時間は約 40 分であった。

図 1 講義の様子

（２） 日頃の運動環境の確認

5~6 名のグループを 3 グループ作り、ポート

アイランドで日頃実施している運動の内容と

場所およびその理由についてグループ内で情

報共有を行った。日頃の運動で意識している点

は歩数や運動時間が主であったが、ポートアイ

ランド内における花々の季節による変化を楽

しむために、運動を兼ねて各所に観察をしに行

っている参加者もいた。

（３） 運動強度の検証

 パルスオキシメーターを使用して、グループ

毎に日頃の運動を再現してもらい、その時の心

拍数を測定した（図 2）。参加者は日頃実施して

疾病予防のためにはどこで

どの程度の運動をすればよいのか？

リハビリテーション学部 准教授 宮本俊朗

疾病予防のためにはどこで
　　　　どの程度の運動をすればよいのか？

リハビリテーション学部 准教授　宮本 俊朗
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いるウォーキングのスピードを再現したり、階

段昇降を実施したりしていた。その後、安静時

心拍数と年齢から推定した最大心拍数をもと

に、講義にて説明をしていた中強度の運動基準

にしたがって、各参加者の中強度となる目標心

拍数を算出し、計測した心拍数が目標心拍数に

到達していたかどうかを検証した。検証の結果、

18 名中 2 名しか到達していないことが明らか

となった。

図 2 運動強度の検証場面

（４） 運動モデルコースの議論と立案

 日頃の運動強度が中強度に達していない参

加者が多かったため、ポートアイランドの地形

を利用したり、歩く速度を速めたりする必要性

が確認され、ポートアイランドの地図を使用し

て、グループ毎に目標となる運動強度に到達す

るための運動場所や方法について議論し、モデ

ルコースを検討した（図 3）。各グループより、

中強度の運動強度に到達するために表1のよう

な意見が出された。

表 1 モデルコース検討時の意見例

中強度に到達するための運動の工夫

・潮騒公園では速歩き

・神戸学院大学の長いスロープを活用

・空港大橋を活用

・北公園から中公園にかけての坂道や階段を利用

・雨の日はポートライナーの下を利用

その後、意見をまとめ、地図に落とし込ん

だ後（図 4）、グループ発表を行い、情報共有

を行った。

図 3 モデルコースの検討場面

図 4 モデルコースの検討例

３．まとめ

運動習慣があり、中強度の運動に耐えうる身

体能力を有しているにも関わらず、日頃の運動

が疾病予防のための目標強度に到達していな

い参加者が多いことが明らかとなった。日頃の

運動強度を検証することや他者が取り入れて

いる運動方法や場所などを情報共有すること

によって、今後の運動実践に役立つものと思わ

れる。
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１．はじめに

高齢化が進行しているポートアイラン

ド地域において、高齢者が要介護状態に陥

らないように予防することは喫緊の課題

となっている。しかしながら、現状では地

域住民や地域包括支援センターが主体と

なった介護予防の取り組みは限定的であ

り、運動を中心とした介護予防サービスを

受けるには十分な機会が提供されていな

い。そこで、地域住民が主体的に介護予防

の取り組みを運営できるようにするため、

介護予防のための知識を有し、運動を指導

することができるサポーターを養成する

ことを目的とし神戸市中央区と連携して

講座を開催した。なお、本取り組みは今年

で４年目となった。また、今年度は新たな

取り組みとして、修了生に対するステップ

アップ講座も２回開催した。

２．講座内容

   本講座は全５回の講座とし、各回で介護

予防に必要な基本的知識を身に付けるた

めの講義と、現場で運動指導をするための

実技練習の２部構成とした。（表 1）

講座には新規申込者、再受講者含め、２

６名が参加した。

（1）講義

講義は、介護予防において特に重要であ

る分野について、兵庫医療大学の教員およ

び学生が実施した。参加者の基本的知識の

定着を図るため、次回の教室で前回の講義

内容について確認する時間を毎回設定し、

参加者の家庭での復習を促した。

（2）実技練習

   実技指導では、地域での運動教室運営に

必要な準備運動（ストレッチ）、筋力トレー

ニングの方法、デュアルタスクトレーニン

グの３点について、重点的にトレーニング

を行った。講師のデモンストレーションの

後、グループにわかれて実技練習を実践的

に行った。なお、実技指導の際には毎回学

生と再受講者（OB・OG）が参加し、サポ

ートを行った。参加者には、最終回に実技

の発表会を設けていることを周知し、到達

レベルを達成するように促しを行った。

表１ サポーター養成講座のプログラム

兵庫医療大学健康づくりサポーター養成講座 

リハビリテーション学部 講師 永井宏達

日時 講義 実技 

1 回目 
９月 26 日（水） 

※10：00～12：00 

健康づくり概論 

ウォーキング  

ストレッチ、ウォーキング、 

デュアルタスクトレーニング（基本） 

2 回目 
10 月 3 日（水） 

10：00～11：30 
フレイル、栄養について 

ストレッチ、筋力トレーニング、 

デュアルタスクトレーニング（基本） 

3 回目 
10 月 10 日（水） 

10：00～11：30 
認知症の予防について 

ストレッチ、筋力トレーニング、 

デュアルタスクトレーニング（応用） 

4 回目 
10 月 17 日（水） 

10：00～11：30 
生活習慣病の予防について 

トレーニング方法のグループワーク、 

介護予防体操 

５回目 
10 月 24 日（水） 

※10：00～12：00 
交流会 

グループディスカッション、 

介護予防体操 

兵庫医療大学健康づくりサポーター養成講座

リハビリテーション学部 講師　永井 宏達
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講座が進むにつれ、参加者の意欲も向上し、

オリジナルの運動や指導方法などを自ら開

発して実践する参加者もいた。また質疑応答

も非常に活発になっていった。

最終回の運動指導発表会では、習得レベル

の差異はあるものの、全員が自分の担当分野

に関する指導を実演することが出来た。発表

後には、相手グループに対して、発表の良か

った点、改善点について意見を出し合った。

(3) 神戸市で介護予防サポーターとして活動

するためのプラン

習得した知識・技術を生かせるよう、どの

ように今後各地域で活動をしていくのか、参

加者同士で意見を出し合った。議論した結果、

現在ポートアイランド地域に存在するふれ

あいサロン（毎月第 3 金曜日開催）、および

港島ふれあいセンターでの体操教室（毎月第

４月曜日）にて指導を実施していくこととな

った。また、新神戸エリアの籠池地域福祉セ

ンター（第３月曜日）でも指導を拡充してい

くこととなった。

参加者には受講修了証明として、介護予防

サポーターウェアを贈呈し、今後ポートアイ

ランド地域の介護予防を盛り上げていくこ

とをお互いに確認し合った。今後は神戸市中

央区、地域包括支援センターとも連携しなが

ら、地域住民への健康増進と、サポーターの

取り組みを支援していく予定である。

３．ステップアップ講座

  本年度からの新たな取り組みとして、修了

生のさらなるレベルアップを目的とした、ス

テップアップ講座を開催した（２回開催）。こ

の講座では、サポーター自身が住民の機能レ

ベルを評価するためのスキルの学習を行っ

た。また、各自が現場で使用できる新たなエ

クササイズを検討し、グループごとに発表を

行った。参加者からは継続的な学習の機会の

ニーズが非常に高いことから、今後も継続的

にスキルアップの場を提供し、サポーター間

の交流も高めていく予定である。

図２ 実技発表会の様子

図３ 講座終了時の集合写真

図１ グループ学習の様子

図４ ステップアップ講座での発表

− 45 −



1． はじめに

本プロジェクトは哲学カフェという形式を

用いて、あるテーマについて参加者たちが自ら

考え、話し合う企画であり、2015 年から継続

して開催している。生きることや老いること、

健康や病気など誰にでもおこることを主なテ

ーマとしている。参加するにあたって専門的な

知識は特に何も必要なく、必要なのは「当然」

と思っていることをもう一度考え直してみる

ことだけである。

2． 哲学カフェとは

哲学カフェとは、哲学者のマルク・ソーテが

1992 年にフランスのパリのカフェで哲学的

対話を行っていたことから始まった活動であ

る。哲学カフェで行われる対話は、必ずしも決

まった方法があるわけではなく、ただ参加者の

話をよく聞き、理解し、考えて、話すことが求

められる。哲学カフェは、この活動に共感する

人々によってフランス全土から国外にまで広

まり、日本でも 2000 年代から関西を中心に各

地で開催されるようになった。現在では、カフ

ェだけではなく、本プロジェクトのように大学

の施設などを用いて行われることもある。

3． 目的

専門家から市民への一方的な知識伝達では

なく、参加者同士が地域の様々な人との対話を

通して、生きることや死の意味、健康と病気な

どをはじめとして生活に密接に関連したテー

マについて自ら考えるための機会を提供する

ことが目的である。また地域の方々の交流の場

所を作ることも目的としている。

4． クリニカルカフェの実施

〈実施方法〉

 定員：各回約 15 名

（各回ごとにその都度参加者を募集）

 時間：各回 2 時間

 場所：地域連携実践センター、M 棟 4 階

西側オープンスペース

 飲料、お菓子を準備

〈各回のテーマ〉

第1回) 2018 年 7 月 14 日

便利になって失われたもの

第2回) 同年 10 月 20 日

空気を読むこと

第3回) 同年 12 月 22 日

死はすべての終わりなのか？

第4回) 2019 年 3 月 2 日

正しく生きれば幸福になれるか

〈対話のルール〉

 テーマについてじっくり考えて対話する

 自分自身でよく考えて話す

 他人の話をよく聞き、吟味する

 当然と思っていることをもう一度考え

直してみる

 テーマに関する専門的知識は特に何も

必要ない

 対話への途中参加・途中退出も自由

クリニカルカフェ
- あたりまえを考え直す -

共通教育センター 教授 紀平知樹、講師 常見 幸

クリニカルカフェ

共通教育センター 教授　紀平 知樹、講師　常見 　幸

－あたりまえを考え直す－
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 このプロジェクトでは、各回ともテーマを設

定し、そのテーマに沿って紀平と常見が司会役

（ファシリテーター）または記録役を務めた。

対話内容は、全員で内容を共有できるよう、ホ

ワイトボードに貼り付けた大きな記録用紙に

記録し、書き終わった用紙は部屋の四方の壁に

順番に貼っていった。

なおカフェの冒頭では毎回 10～15 分程度、

哲学カフェの説明や対話のルールの説明を行

い、その回のテーマについての簡単なレクチャ

ーを行った。その後は、司会の進行のもと、自

由にお茶やお菓子を楽しんでもらい、リラック

スした雰囲気の中、対話を行った。

また、カフェは基本的には地域連携実践セン

ターにて開催しているが、第 2 回については秋

晴れの良いお天気だったため、M 棟 4 階西側

のオープンスペースで開催し、窓越しに海や神

戸市街の風景を眺めながら実施した。より一層

「カフェ」の雰囲気が漂い、参加者から好評を

得た。

5． 対話

 本プロジェクトも今年で 4 年目となり、複数

回参加されている方もいる一方で、初めて参加

される方もおられ、参加回数はまちまちであっ

た。しかし各回とも、参加回数に関わらず多く

の参加者がメモを取りながら積極的に対話に

参加していた。そして対話する中で、もう一度

自分の考えを問い直したり新たな気づきが得

られた様子であった。終了時にとったアンケー

トにも、「生老病死つくづく考えさせられるテ

ーマですが、参加することに参考になること、

今後の自分の老いに役立つと思った。（第 3 回、

60 代）」（原文ママ）、「いつものことですが、

平素あまり考えないことをテーマとして皆さ

んのご意見を聞き、又自分も考えて発言し、大

変よい機会だと思います。（第 4 回、80 代）」

などの記載が見受けられた。

6． まとめ

このプロジェクトでは、一方的に講師のレク

チャーを受ける形式ではなく、参加者同士が対

話をする形式をとった。さらには、各回の終了

時にも、特に何らかの結論を出して締めくくる

のでもなかった。参加者は、自分自身で考え、

他人の意見を聞き、様々な発見をしていく。こ

ういったことを行うなかで、普段当たり前だと

思っていること（固定概念）をもう一度問い直

す、ということ自体が意義のあるものだと私た

ちは考えている。

また、カフェの実施に際しては学生ボランテ

ィアを募り、準備や運営の補助の他、対話その

ものに参加してもらった。様々な年齢層の人た

ちの健康や病気、生や死についての考えを聞い

たり、参加者とともに考え、発言することによ

って、医療職にとって必要な死生観や健康観な

どについて理解し、自分の考えをもつ貴重な機

会となったのではないかと思う。

さらに、参加者には独居の方も多いようだが、

4 年間継続してカフェの開催を続けたことに

より、カフェで新しい交流の輪が作られ、広が

っている様子である。第 3 回はクリスマス直前

の開催であったため、ケーキを用意したところ、

「1 人暮らしだから、こんな風に皆で一緒にク

リスマスケーキを食べる機会がなかったので、

とてもうれしい。」と大変喜んで下さった参加

者もいた。

上記のように、このプロジェクトの目的であ

った、参加者が自ら考えることと、参加者同士

の交流は達成されたと考えられる。
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